
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
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昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

委
員
長
報
告
…
質
疑
、
討
論
、
議
決

昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

委
員
長
報
告
・
疇
・
質
疑
＂
討
論
、
議
決

四
日
市
上
水
道
牙
二
期
拡
張
事
業
オ
三
次
変
更
計
画
に
つ
い
て

議
案
説
明
：
・
質
疑
、
討
論
、
議
決

オ
ニ
号
（
十
一
月
二
十
四
日
）

委
員
長
報
告
・
・
・
質
疑
、
討
論
、
議
決

オ
ー
号
（
十
一
月
十
九
日
）

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

...................................................................................... 
··••.·• 

............................................................................... ·•●
·
•
・
・
．
・
•
.
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四
日
市
上
水
道
ォ
ニ
期
拡
張
事
業
オ
三
次
変
更
計
画
に
つ
い
て
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昭
和
四
十
年

四
日
市
市
議
会
会
艤
録
目
次

冒 一
八 1

0
 

1
0
 

1
0
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昭
和
四
十
年
十
一
月
十
九
日

四

日

四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

（
第
一
号
）

市

市

議

会



牙
一
会
謡
録
消
名
誤
以
の
指
名
に
つ
い
て

0
本
日
の
会
版
に
付
し
た
事
件

牙
五
品
寮
オ
九
九
弓
四
日
市
市
上
水
逍
汁
二
期
拡
張
事
栗
牙
三
次
変
更
計
画
に
つ

痕
案
オ
八
六
号

蔽
莱
牙
八
七
号

昭
和
三
十
九
年
灰
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
菜
会
計
決
罪

忍
定
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
委
旦
長
報
告
：
・
・
質
疑
、
討
論
｀
謡
決

い
て
•
…
…
…
…
…
…
…
•
…
…
…
·
·
:
·
:
·
:

．．
 
委
艮
長
報
告
：
・
・
質
疑
、
討
論
、
品
決

い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
脹
案
説
明
・
・
・
・
質
疑
、
討
論
、
議
決

が
四

昭
和
三
十
九
年
艮
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
決
坑
認
定
に
つ

牙 牙
二
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

オ
ー
会
版
録
沼
名
蔽

U
の
指
名
に
つ
い
て

屯
和
四
十
年
十
一
月
十
九
日
（
企
）
午
後
二
時
開
会

0
議

事

日

胚

昭
和
四
十
年
十
一
月
十
九
日
（
企
叫
日
）

喝
囀
贔
四
日
市
市
談
会
臨
時
会
会
議
録
牙
一
号

米

田

好

兼

速

記

-s-



牙
四

議
案
オ
八
七
号

オ

三

涵

案

沈

八

六

号

谷 水 科．、
勺'.. 
3[ 贔 加 前

ロ 田 ー
J
r』

3” 

服

部

f
ト11r 

利 典 畠

田

七

九

君

郎 隆

君 君

弘

君

衛

君

柑Jj

伊

祐

君

... 
脳

定

男

君

JI I 

宗

雄

君

大

島

武

雄

君

須

ャ丸ハ
t
h
・

．
 

泰総

太

郎

君

伊

膝

君

矢

田

索

郎

君

荒

木

武

治

君

日

比

義

乎

君

野

約

貞

芳

君

中

／ふ

忠

勝

君

坂

上

長

十

郎

君

宮

崎

春

吉

君｝

鈴

木

愛

次

君

伊

牒

太

郎

君

志

禎

政

君

前

I l l 

辰

男

君

喜

多

野

等

君

岩

田

久

雄

君

坪

井

妙

子

君

安

垣

芦
力

君

藤

谷

祐

君

n
h
 

危

安

吉

君

ヒ

寸

与

オ

オ

市

君

酒

井

昌

昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
決
仰
忍
定
に
つ
い
て

牙
五
品
案
オ
九
九
号
四
日
市
市
上
水
迎
沈
二
期
拡
張
事
業
汁
三
次
変
更
計
画
に
つ
い
て

日

程

追

加

会

期

延

長

に

つ

い

て

：

＇

9

1

,

＇‘ 

，
 

0
出
席
誠
艮
（
三
十
五
名
）

昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
水
道
事
架
会
計
決
符
忍
定
に
つ
い
て

牙
二
会
期
の
決
定
に
つ
い
て

君

-7- ーる一



本
日
の
出
JRJ
品
艮
は
、
三
十
四
名
で
あ
り
ま
す
し

oiio長
（
笠
田
七
衛
枯
）

0
市
巌
会
事
務
屁

〇
厖
案
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者

〇
欠
席
殿
貝
（
一
名
）

主

午
後
二
時
七
分
開
会

た
だ
い
ま
よ
り
屯
和
四
十
年
十
一
月
、
四
日
市
市
品
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

事

芳

野

孝

君

主

事

佐

藤

正

俊

君

誠

事

係

長

小

坂

靖

君

次

長

岩

谷

剛

｀

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

監

在

委

貝

宮

力

君

技

術

部

長

加

藤

弘

君

次

長

滝

伝

之

助

君

水

誼

局

長

山

本

文

雄

君

薮

市

立

四

日

市

病

院

副

事

務

長

田

裕

君

．
 

¥
t
i
1
,
1
|
1
r
1

ー
・
＇
↓
|
ー
・

9
T
_
L
'

＇

,
h
i
i
I
'
t

.
，
＇,
i
'

，
＂
，
＇

9
,

＇
．

,
9
,
1
,
t
1
,
,
'

ー
，
＇
，
＇
1

，

t
'

，
い
り

9

い
'
•
_

．． 

,．,＇, 

市

立

四

日

市

久

野

病

院

長

馨

君

副

収

入

役

村

木

君

総

務

部

長

平

井

三

喜

代

次

消

君

収

入

役

JI

崎

祐

男

君

助

役

庄

司

良

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

平

田

佐

矩

君

山

中

忠

君

渡

部

権

太

郎

増

英

君-君

山

山 1本

栄

君

味

岡

郎

君

訓

罰

也

男

君
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と
で
あ
る
と
い
う
迎
布
者
の
説
明
を
了
と
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

収
入
に
お
さ
ま
し
て
利
用
息
者
の
培
加
と
、
医
苺
股
の
改
定
に
よ
り
診
疾
報
圏
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
｀
支
出
で

は
病
院
の
経
営
状
態
の
好
転
に
よ
り
一
時
伽
入
金
を
要
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
別
段
意
見
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た。
ま
ず
、
収
益
的
収
入
と
支
出
を
比
較
い
た
し
ま
す
と
、

収

た
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
そ
の
粘
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

0
総
務
衛
生
委
且
長
（
藤
谷
祐
一
甘
）

〔
唸
務
術
生
委
且
長
（
蔽
谷
祐
一
社
）
登
培
〕

藤
谷
委
且
投
。

本
件
に

OO
す
る
委
且
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

ー

'

,

1

,

1

,
m
,

＂

,
1
1
1
1
d
4

↑
!
t
'

＇
~
・
り‘
f
-

―
―

-
1
,

＇

r

ー
・
T

廿
：

i
~
i

虹
ー
！

i

し
'
ー

I
'

じ
ー
し
ト
ー

'
i
t
h

ー
，
し

4
1
,

：

I
I
l
i
:
I
!

。
ー
！
ー
！
，

1

，
9
F
1

つ
い
て
を
語
題
と
い
た
し
ま
す
。 次

に
、

本
日
の
謡
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

頴
い
い
た
し
ま
す
。

お
手
元
に
記
付
い
た
し
ま
し
た
議
事
日
程
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お

要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
涵
事
説
明
者
の
氏
名
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
で
御
承
知
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
誤
長
（
笠
田
七
術
君
）

日
程
牙
一
、
会
謡
録
署
名
股
員
の
指
名
を
行
な
い
ま
す
。

本
臨
時
会
の
会
蔽
録
署
名
語
貝
は
、
氷
田
成
員
と
味
岡
誤
員
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

日
程
オ
ニ

0
誰
長
（
笠
田
七
衛
君
）

こ
れ
よ
り
会
涵
を
開
き
ま
す
。

次
に
、
日
程
オ
ニ
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

J

9

9

9

1

1

1

1

9

9

 

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
頷
長
（
笠
田
七
衛

g
)

日
程
オ
三

0
議
長
（
笠
田
七
衛
む
）

異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
会
期
は
奮
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

語
寮
オ
八
十
六
サ
昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

日
程
オ
三
｀
議
楽
オ
八
十
六
号
昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に

昭
和
四
十
年
九
月
定
例
会
に
お
い
て
本
委
員
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
議
案
牙
八
十
六
号
昭
和

三
十
九
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
染
会
計
決
仰
泌
定
に
つ
い
て
は
、
十
月
十
八
日
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し

本
委
且
会
の
押
在
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
予
仰
執
行
上
の
妥
当
性
及
ぴ
そ
の
効
果
を
中
心
と
し
て
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
市
立
四
日
市
病
院
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
よ
り
企
業
会
計
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
し
て
｀
地
方
公

営
企
来
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
収
入
役
よ
り
市
長
に
提
出
さ
れ
た
決
算
内
容
に
つ
き
ま
し
て
｀
そ
の
大
綱
的
の
説
明
を
求
め
、

入
支
出
の
各
項
に
つ
い
て
器
在
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。一

千
二
百
八
十
万
六
千
八
百
十
八
円
の
収
入
超
過
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
｀

き
本
的
収
入
及
ぴ
支
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
病
院
培
築
工
事
が
翌
年
度
に
成
り
越
さ
れ
た
た
め
、
収
入
支
出
と
も
二
千
万
円
が
翌
年
度

に
森
り
越
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
｀
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
師
会
と
十
分
に
話
し
合
い
を
行
な
い
、
す
で
に
了
承
さ
れ
た
こ

損
益
計
算
帯
に
お
き
ま
し
て
は
、
収
益
と
投
用
の
差
(
差
し
引
き
二
ご

llm
八
十
万
六
千
八
百
十
八
円
の
純
利
益
を
生
じ
て
お
り
ま
す
o

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
オ
ー
会
議
録
署
名
誤
貝
の
指
名
に
つ
い
て

ー／／一 ー／ 0-



告
申
し
上
げ
ま
す
。

志
校
委
且
長
。

0
産
業
水
逍
委
且
長
（
志
杖
政
一
む
）

昭
和
四
十
年
九
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
誦
案
牙
八
十
七
号
を
も
ち
ま
し
て
上
程
付
議
さ
れ

当
委
以
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
水
珀
事
業
会
計
決
狂
品
定
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
の
結
果
と
経
過
を
御
報

本
決
算
の
審
在
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
代
表
監
在
委
且
よ
り
決
算
審
在
意
見
に
つ
い
て
詳
細
に
聴
取
い
た
し
ま
し
た
。
理
事
者
に
決
算

也
並
ぴ
に
財
務
諸
表
に
つ
い
て
の
脱
明
を
求
め
似
皿
に
帯
在
を
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
監
査
委
貝
各
位
の
御
意
見
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
決
鉢
世
及
び
付
属
舟
類
の
計
数
は
正
樅
で
あ
り
ま
す
。

拍
益
計
算
世
｀
仕
伯
対
照
汲
そ
の
他
財
務
祁
表
は
、
閲
係
法
令
等
に
雄
拠
し
作
成
さ
れ
、
本
年
度
の
財
政
状
態
並
ぴ
に
経
営
成
績
を
適

正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
泌
め
ら
れ
、
さ
ら
に
木
年
度
は
収
益
的
収
支
に
お
い
て
予
算
千
八
百
一
万
六
千
円
の
欠
損
金
を
生
ず
る
予
定

n
産
染
水
迅
委
且
長
（
志

fft政
一
君
）
登
痘
〕

本
件
に
閲
す
る
委
且
此
の
根
告
を
求
め
ま
す
。

議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〇
脹
長
（
笠
田
七
術
社
）

日
租
牙
四

そ
れ
で
は
、
脹
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
語
あ
り
ま
せ
ん
か
。 以

上
で
委
貝
長
の
報
告
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
百
万
円
を
減
偵
積
立
金
に
｀
八
百
万
国
を
建
設
改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
｀
残
り
を
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
処
分

す
る
予
定
と
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
い
ず
れ
も
適
切
な
処
置
で
あ
る
と
認
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
決
算
審
査
の
概
要
で
あ
り
ま
し
て
、
懸
案
の
培
床
計
画
に
つ
い
て
も
、
病
院
経
営
の
適
正
を
は
か
り
、
そ
の
早
期
実
現
を
期
し

さ
ら
に
利
用
者
へ
の
サ
ー
ピ
ス
向
上
、
最
新
医
療
機
械
の
導
入
、
諸
施
設
の
整
備
に
、
ま
た
診
療
内
容
の
改
善
等
、
住
民
福
祉
の
増
進
に

な
お
一
そ
う
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

ー／3-
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な
お
、
決
算
審
査
に
当
た
り
代
表
監
査
委
貝
の
出
席
を
求
め
監
査
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
き
｀
病
院
の
企
業
的
運
営
に
関
し
て
●
、
企

業
者
の
立
場
は
こ
う
あ
る
が
望
ま
し
い
と
い
う
非
常
に
参
考
に
な
る
寇
見
を
聞
き
ま
し
た
の
で
、
病
院
当
局
に
対
し
て
も
こ
の
点
も
合
わ

9

せ
て
勘
案
し
て
適
切
な
る
経
営
を
行
な
う
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
架
会
計
決
算
を
、
こ
れ
に
よ
っ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
い
た
し
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
う
え
、
御
校
同
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
巖
長
（
笠
田
七
衛
召
）

委
貝
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
｀
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
願
い
ま
す
。

御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
委
貝
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
肘
論
の
通
告
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
直
ち
に
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
峨
長
（
笠
田
七
衛
君
）

本
件
は
、
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
い
た
し
ま
し
て
御
異
器
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
祇
長
（
笠
田
七
衛
君
）
災
品
な
し
と
忍
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
寮
牙
八
十
六
号
昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
立
四
日
市
病
院
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
且
長
の
報
告
ど
お
り
泌
定
い
た
す
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

誠
案
牙
八
十
七
サ
昭
和
三
十
九
年
良
四
日

Tb
市
水
迅
事
染
会
計
決
罪
忍
定
に
つ
い
て

次
に
｀
日
程
牙
四
｀
晶
寮
汁
八
十
七
号
屯
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
を

ー／.2-



0
在
莱
水
逍
姿
且
此
（
志
枚
政
一

g
)

汁
一
閲
の
木
収
金
の
間
題
で
す
が
、
こ
れ
は
、

当
委
貝
会
で
詳
細
な
検
討
し
た
ん
で
す
が
、
こ

〔
it来
水
辺
妥

U
長
（
志
偵
炊
一
廿
）
登
坑
〕

〇
蔽
長
（
笠
田
七
衛
む
）

志
孜
安
凡
此
゜

以
上
｀
二
点
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
飢
い
い
た
し
ま
す
。

お
臥
い
し
た
い
と
息
い
ま
す
。

「
む
す
ぴ
」
の
と
こ
ろ
に
、
十
六
ペ
ー
ジ
に
密
い
て
あ
り
ま
す
が
、
「
先
ず
沃
金
の
調
達
が
円
滑
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
従
っ
て
長
期
事
業
に
対
応
す
る
長
期
の

ft畜
迷
体
制
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
り
」
と
、
こ
の
よ
う
に
「
む
す

ぴ
」
に
岱
い
て
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
御
審
涵
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
簡
単
で
け
っ
こ
う
で
す
か

オ
ニ
点
目

Cl

あ
る
の
か
、

そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
お
わ
か
り
に
な
っ
た
ら
お
知
ら
せ
屈
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
委
貝
長
に
お
杓
ね
い
た
し
た
い
と
息
い
ま
す
。

〇
巌
長
（
笠
田
七
衛
君
）

1

,

＇

1
 
1_|
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＂
i
ー

1
ー
＂
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1
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〇
艤
長
（
笠
田
七
衛
君
）

以
上
で
、
委
貝
長
の
報
告
は
然
わ
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
御
審
語
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

御
努
力
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
ま
し
て
、
こ
れ
が
承
認
を
い
た
し
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
あ
り
ま
し
た
が
、
経
費
の
節
涼
に
つ
と
め
る
ほ
か
、
有
収
率
の
向
上
を
は
か
る
等
、
経
営
の
合
理
化
に
も
つ
と
め
ら
れ
た
結
果
、
欠
損

金
を
千
四
百
三
十
三
万
円
に
縮
少
す
る
な
ど
企
業
の
健
全
な
運
営
に
深
い
配
愈
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
理
事
者
各
位
の

ま
ず
、
袷
水
人
口
の
地
加
等
に
伴
い
本
事
業
の
拡
張
は
毎
年
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
情
で
あ
り
、
そ
の
資
金
と
な
る
企
業
債
の
獲

得
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
は
す
で
に
最
善
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
要
望
額
の
獲
保
は
も
ち
ろ
ん
｀
利
率
の
引
き

下
げ
、
償
遠
期
限
の
延
長
等
に
つ
い
て
政
府
に
対
し
強
力
に
働
き
か
け
、
そ
の
実
現
の
た
め
さ
ら
に
一
段
の
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
い
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
衰
源
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
七
カ
年
継
続
事
業
の
汁
二
期
拡
張
工
事
も
昭
和
四
十
年
度
を
も
っ
て
そ

の
計
画
の
約
九
〇
彩
が
完
了
す
る
た
め
、
汁
ー
拡
張
事
業
の
井
三
次
変
更
を
行
な
う
と
と
も
に
、
北
伊
勢
地
区
の
広
域
水
道
計
画
が
遂
次

実
現
さ
れ
る
見
通
し
も
つ
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
理
事
者
の
説
明
を
了
と
し
＼
計
画
に
そ
ご
を
来
た
さ
な
い
よ
う
本
事
業
の
将
来
計
画
に
も
ー

に
ら
み
合
わ
せ
砒
似
の
な
い
よ
う
十
分
な
る
御
配
慮
を
さ
れ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
家
底
給
水
に
必
要
な
新
設
工
事
や
嗚
そ
の
他
の
工
事
に
際
し
て
は
、
理
事
者
は
監
舒
を
十
分
強
化
し
て
、
市
民
に
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
留
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
事
業
は
市
民
の
生
活
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
爪
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
企
業
経
営
の

健
全
な
発
展
に
最
善
の
努
力
を
尽
く
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
産
茅
水
逍
委
貝
会
の
審
在
粘
果
の
御
唄
告
を
終
わ
り
ま
す
。

委
且
長
の
報
缶
に
対
し
ま
し
て
｀
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
を
願
い
ま
す
。

〔
「
語
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

大
肋
蔽
且
゜

〔
大
品
武
雄
社
登
収
〕

0
大
肋
武
雄
粘

い
ま
い
ろ
い
ろ
と
御
塙
臨
頴
っ
た
投
告
を
受
け
ま
し
て
、
喜
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
二
点
に
つ
い
て
ち
よ
っ

決
算
の
瑶
在
意
兄
白
の
ニ
ペ
ー
ジ
に
行
い
て
あ
り
ま
す
が
、

「
す
な
わ
ち
未
収
金
と
し
て
翌
年
度
へ
哄
臨
さ
れ
て
い
る
」
と
、
こ
の
よ

う
に
約
二
千
五
百
万
＊
収
企
か
あ
る
わ
け
で
あ
り
す
す
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
御
存
じ
で
あ
れ
ば
お
願
い
し
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
思

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
保
設
枇
術
に
近
い
方
の
未
収
企
が
多
い
の
か
、
大
体
そ
れ
と
も
企
券
の
は
う
に
、
，
い
わ
ゆ
る
零
細
企
業
の
ほ
う
に

以
上
、
要
望
の
あ
り
ま
し
た
諸
点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
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ざ
い
ま
す
。

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

れ
に
つ
い
て
は
、
理
事
者
の
ほ
う
が
私
が
説
明
す
る
よ
り
も
よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
ち
よ
っ
と
め
が
ね
が
な
か
っ
た
の
で
内
容
が
詳
し
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
ー
ー
（
大
島
武
雄
君
「
十
六
ペ
ー
ジ

の
で
す
ね
、
下
か
ら
五
行
目
」
と
呼
ぶ
）
ー
ー
「
こ
の
長
期
事
業
に
対
応
す
る
長
期
の
査
金
調
達
体
制
」
に
つ
い
て
ど
う
と
い
う
｀
こ
の

問
題
で
す
が
｀
こ
れ
は
水
逍
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
す
の
で
理
事
者
か
ら
説
引
さ
せ
ま
す
。

0
議
長
（
笠
田
七
衛
君
）

水
逍
局
次
長
。

0
水
珀
局
次
長
（
施
伝
之
助
君
）

0
漉
長
（
笠
田
七
術
君
）

水
逍
局
長
。

0
水
逍
局
扶
（
山
本
文
雄
酋
）

い
ろ
い
ろ
と
従
米
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
起
債
と
か
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
ひ
と
つ
早
急
に
や
れ
と
い
う
こ
と
を
再
三
委
員
会
と
し
て
も
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
の
で
｀

一
応
理
事
者
か
ら
説
明
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
か
え
っ
て
皆
さ
ん
わ
か
り
よ
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
委
員
会
と
し
て

は
、
十
分
審
波
し
て
お
り
ま
す
の
で
｀
わ
れ
わ
れ
が
間
い
た
の
を
申
す
よ
り
も
、
本
人
か
ら
御
答
弁
願
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り
よ
い
と
思
い

ひ
と
つ
即
事
者
の
は
う
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
仙
諮
具
の
御
竹
閲
の
沈
一
間
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
払
の
ほ
う
の
毎
年
、

一
年
の
う
ち
九
八
形
注
で
は
同
収
い
た
し
ま
し
て
、

残
金
と
い
う
も
の
は
ほ
ん
一
％
か
二
彩
し
か
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

た
だ
二
千
五
百
万
円
の
数
字
は
、
三
月
の
分
の
澗
定
ー
は
い
で
ご
ざ
い
庄
す
。

し
て
の
一
カ
月
分
の
木
収
金
が
出
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
ご
ざ
い
古
す
。

で
、
こ
れ
は
締
め
切
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
未
収

金
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
四
月
の
当
初
で
全
部
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
た
だ
三
月
三
十
一
日
現
在
で
は
い
つ
も
三
月
分
の
調
定
と
い
た
し
ま

「
長
期
事
先
に
対
応
す
る
投
期
の
役
企
澁
逹
体
制
を
と
と
の
え
る
こ
と
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
り
」
と
、
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
御
承
知
の
よ
う
に
上
水
珀
の
拡
出
事
斗
に
つ
さ
注
し
て
は
、
す
ぺ
て
自
己
怯
金
が
一
部
入
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

0
9
6
以
上
が
政
府
の

K
期
位
、
い
わ
ゆ
る
企
染
伯
で
ま
か
な
わ
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
年
は
ど
前
は
全
国
の
上
水
泊
の
起

fa
の
ワ
ク
と
い
う
も
の
は
わ
ず
か
二
百
五
十
位
程
度
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

四
十
年
製
に
お
き
ま
し
て
は
、
九
面
六
十
五
憶
と
い
う
ワ
ク
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
股
で
は
千
五
百
船
以
上
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
オ
す
の
で
、
起
偵
の
獲
得
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
な
努
力
が

挫
る
わ
け
で
ご
ざ
い
出
す
が
、
そ
の
ワ
ク
｀

ht
よ
り
も
も
っ
と
質
の
問
迅
が
ご
ざ
い
ま
す
。
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
過
去
三
年
に
わ
た

り
ま
し
て
松
故
似
と
称
し
オ
す
も
の
が
二
千
万
ず
つ
つ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
も
の
も
つ
け
て
事
業
を
推
進
し
て
い
っ
て
お
る

先
は
ど
姿
以
此
か
ら
御
説
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
と
お
り
、
水
硝
事
染
の
い
ろ
い
ろ
な
赤
字
問
題
が
全
国
的
に
出
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
そ
れ
ら
の
起
偵
の
伯
退
の
年
数
、

あ
る
い
は
利
子
そ
う
い
っ
た
も
の
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
水
道
協
会
の
総
会

あ
る
い
は
全
囚
総
決
起
大
会
に
お
さ
ま
し
て
、
こ
れ
ら
の
起
仙
の
収
の
間
題
、
持
に
伯
迎
期
限
の
延
長
、

そ
う
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
戸
を
大
に
し
て
い
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
こ
れ
が
遂
次
改
良
さ
れ
る
よ
う
な
板
運
に
向
い
て
お

り
ま
し
て
、
た
と
え
ば
二
十
五
年
似
越
が
三
十
年
佑
退
に
な
っ
た
と
い
う
の
も
そ
の
一
例
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
六
分
五
厘
の
利

平
を
さ
ら
に
五
分
五
肌
に
下
げ
て
は
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
来
た
る
十
二
月
の
二
日
に
は
ま
た
全
国
総
決
起
大
会
が
東
京
で
行
な
わ
れ
ま

す
の
で
、
打
っ
て
一
丸
と
し
て
そ
う
い
っ
た
水

•
J
uの出
泊
の
少
し
で
も
有
利
に
、
辰
期
に
な
り
ま
す
よ
う
に
運
動
し
つ
つ
あ
る
わ
け
で
ご

オ
ニ
点
の
御
虹
間
に
対
し
て
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
水
即
局
長

(111本
文
雄

B
)
登
切
り
―

水
逍
料
金
は

二
千
五
百
万
前
後
の
未
収
金
が
叶
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

〔
水
道
局
次
長
（
施
伝
之
助
け
）
登
培
〕

詳
細
に
つ
い
て
は
、

そ
う
い
っ
た

年
席
末
の
締
め
切
り
に
は

ほ
と
ん
ど
が
、

九

本
年
の
、

し
か
し
、
こ
れ
の
要
望
は
本
年
度
で
千
二
百
億
、
来

あ
る
い
は
利
子
の
引
き
下
け
、

ー／6-
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了
す
る
運
ぴ
と
な
り
ま
し
た
。

梃
完
成
を
目
途
に
遂
年
事
発
を
迅
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
御
上
租
の
湿
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
C

〔
市
長
（
乎
田
佐
矩
社
）
登
培
〕

市
長
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
｀
起
債
の
過
去
に
お
き
ま
す
金
額
が
ず
い
ぶ
ん
な
額
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
の
償
還
を
少
し
で
も

た
や
す
く
で
き
る
よ
う
に
全
国
に
歩
調
を
合
わ
し
て
や
っ
て
お
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
大
島
武
雄
君
「
了
解
」
と
呼
ぶ
）

〇
誤
長
（
笠
田
七
衛
君
）
他
に
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
委
員
長
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
，
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
論
の
通
告
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

本
件
は
▼
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
い
た
し
ま
し
て
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
猿
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
涵
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
品
案
オ
八
十
七
号
昭
和
三
十
九
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
決
算

認
定
に
、
つ
い
て
は
、
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

暫
時
｀
休
憩
い
た
し
ま
す
。

脳
案
牙
九
十
九
弓
四
日
市
市
上
水
逍
牙
二
期
拡
張
事
栄
汁
三
次
変
更
計
画
に
つ
い
て

0
議
長
（
笠
田
七
衛
君
）

次
に
、
日
租
牙
五
、
添
案
井
九
十
九
号
四
日
市
市
上
水
誼
汁
二
期
拡
張
事
業
汁
三
次
変
更
計
画
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

捉
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

本
市
の
上
水
逆
を
一
期
拡
張
事
数
に
つ
き
古
し
て
は
、
去
る
叱
和
三
十
六
年
十
二
月
に
オ
一
次
の
計
画
変
更
を
行
な
い
、
計
画
給
水
人

口
十
九
万
一
千
人
、

一
日
最
大
恰
水
欣
七
万
四
千
五
百
ト
ン
、
総
事
業
股
十
二
低
七
千
万
円
、
七
カ
年
継
続
事
業
と
し
て
昭
和
四
十
一
年

そ
の
圃
｀
幾
多
の
困
難
は
ご
ざ
い
古
し
た
が
、
幸
い
関
係
各
省
を
は
じ
め
、
成
会
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
大
し
た
御
不
自
由
も
か
け
ず
断
水
の
な
い
水
珀
経
岱
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
本
年
度
は
、
ほ
ぼ
事
業
の
九

0
％
を
完

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
払
眼
事
染
が
完
了
し
た
と
し
ま
し
て
も
、
昨
今
の
市
努
の
急
救
な
発
展
と
｀
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
水
準
の
向

上
を
考
え
ま
す
と
き
｀
昭
和
四
十
二
年
の
又
李
最
多
紺
股
期
に
は
、
上
水
の
不
足
す
る
見
通
し
が
濃
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ

の
那
態
を
打
開
い
た
す
べ
く
、
昨
年
米
柚
々
技
術
的
な
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
本
事
業
の
ォ
三
次
変
更
計
画
を

策
定
し
｀
給
水
に
万
全
を
期
そ
う
と
こ
こ
に
捉
寮
申
し
上
げ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
オ
三
次
変
更
計
画
は
、
昭
和
四
十
五
年
を
目
途
と
し
て
、
変
災
袷
水
人
口
二
十
四
万
一
千
五
百
人
（
埋
五
J
五
百
人
）
、
変
更
一

日
最
大
袷
水
祉
九
万
九
千
ト
ン
（
培
二
万
四
千
五
百
ト
ン
）
、
総
事
柴
股
二
十
四
億
一
千
万
円
（
培
十
一
億
四
千
万
円
）
で
昭
和
四
十
三

年
度
を
完
成
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
給
水
能
力
妍
加
に
対
す
る
施
設
培
と
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
水
源
開
発
と
し
て
三
滝
川
流
域
の
桜
・

神
前
地
区
の
伏
流
水
か
ら
一
万
ト
ン
、
朝
引
川
流
城
の
下
野
・
保
々
地
区
の
伏
流
水
一
万
一
千
五
百
ト
ン
、
別
に
泊
山
団
地
へ
の
水
源
と

I
F

い
い
e
1
1

〒
4
|

＇
卜

i
I

←
j
l
_

！
、

'
T
_
，

1
~

加
鬱
7
ぃ
＂
ー
，
’
_
ー
日
ー
'
,
'
ヽ

休
印
前
に
引
き
続
き
会
脳
を
開
き
す
す
。

日
程
牙
五

〇
漉
長
（
笠
田
七
衛
君
）

〔
「
異
蔽
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
誤
長
（
笠
田
七
衛
君
）

そ
れ
で
は
諮
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

午
後
二
時
三
十
一
分
休
憩

午
後
三
時
七
分
再
開

I 
| ：， 
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し
て
内
部
川
か
ら
三
千
ト
ン
を
さ
く
井
の
う
え
取
水
し
、
そ
れ
ぞ
れ
導
水
管
に
よ
っ
て
結
ぴ
、
既
設
の
水
源
基
地
や
桜
及
ぴ
大
矢
知
地
区

0
。
2

の
丘
陵
地
に
新
設
す
る
配
水
池
に
揚
水
の
う
え
、
新
し
く
給
水
区
域
を
拡
大
し
た
地
域
を
含
め
て
配
水
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
—

し
た
が
っ
て
、
こ
の
計
画
で
は
一
部
高
地
区
配
水
も
可
能
と
な
る
ほ
か
、
市
内
全
域
に
わ
た
り
水
圧
も
上
昇
す
る
よ
う
配
水
幹
線
の
布

設
培
強
計
画
も
織
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
計
画
に
は
會
た
だ
い
ま
造
成
中
の
泊
山
住
宅
団
地
に
対
す
る
上
水
道
事
業
股
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
と
、
事
業
費
に

対
す
る
ト
ン
当
た
り
の
建
設
喪
約
三
万
円
は
、
全
国
平
均
の
建
設
費
六
万
円
の
五

0
彩
に
相
当
す
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

な
お
、

か
ね
が
ね
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
と
お
り
、
抜
本
的
な
本
市
上
水
道
の
将
来
計
面
に
つ
き
ま
し
て
は
書
政
府
に
お
い
て
多
目
的

事
業
と
し
て
の
木
曾
三
川
水
査
源
開
発
事
業
計
画
案
が
正
式
に
審
謡
会
に
か
け
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
｀
こ
の
大
計
画
に

沿
っ
て
北
伊
努
広
域
水
氾
計
画
に
参
面
し
、
そ
の
実
現
を
期
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
漉
の
う
え
、
御
決
添
叫
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
隔
長
（
笠
田
七
衛
君
）

〔
「
限
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
（
笠
田
七
衛
君
）

藤
谷
脹
艮
゜

〔
禄
谷
祐
一
君
登
堪
〕

〇
此
谷
祐
一
君

四
日
市
の
人
口
は
愁
椒
に
発
朕
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
水
道
局
に
お
い
て
こ
れ
に
対
処
し
て
い
ろ
い
ろ
計
画
を
さ
れ
て

お
り
、
年
々
培
加
す
る
対
策
に
は
非
常
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
古
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
私
ど
も
謡
会
に
お
き
ま
し
て

牙
二
次
拡
張
計
画
を
発
表
さ
れ
た
と
き
に
も
、
四
日
市
市
内
の
非
常
に
狭
い
流
域
の
、
し
か
も
水
覇
の
少
な
い
河
川
を
あ
せ
ら
ず
に
さ
ら

に
大
き
な
計
画
を
立
て
て
抜
本
対
策
を
立
て
ぬ
か
と
｀
そ
う
い
う
方
向
に
来
り
切
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し

て
｀
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
関
係
理
事
者
は
こ
の
際
さ
ら
に
次
の
計
画
を
立
て
て
、
今
後
は
そ
う
い
う
小
さ
い
計
画
は
立
て
ま
せ
ん
、
と
い

う
こ
と
で
答
弁
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

オ
ニ
次
拡
張
計
画
は
、
三
十
八
年
に
條
正
さ
れ
て
、

終
わ
ら
ん
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
仏
の
知
る
範
囲
で
は
終
わ
っ
て
お
り
注
せ
ん
。
将
来
の
水
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
三
年
、
五
年

先
の
水
の
叶
面
も
も
ち
ろ
ん
必
要
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
か
ら
、
注
た
私
ど
も
も
市
民
と
い
た
し
ま
し
て
、
ま
た
市
の
指
涛
関
係
者
と
い
た

し
ま
し
て
も
一
日
も
ゆ
る
が
せ
に
で
さ
な
い
水
の
樅
保
に
は
｀

す
る
が
、

し
か
し
、

い
す
説
明
の
と
お
り
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
い
よ
い
よ
四
十
年
か
四
十
一
年
に

た
だ
い
ま
市
艮
の
隣
引
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
牙
二
次
拡
張
計
画
も
約
九

0
％
は
終
わ
っ
て
お
る
と

で
さ
る
だ
け
応
扱
を
し
、
ま
た
こ
れ
に
御
技
同
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

い
ま
あ
り
ナ
ふ
す
よ
う
に
木
付
三
川
の
水
の
聞
発
の
間
返
、
多
目
的
ダ
ム
の
問
追
も
な
か
な
か
五
年
や
十
年
で
で
き
そ

私
ど
も
一
番
心
記
い
た
し
ま
す
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
る
股
業
用
水
が
こ
の
た
め
に
非
常
に
骨
威
を
受
け
る
、
と

い
う
こ
と
が
一
番
心
記
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
三
滝
川
に
お
き
ま
し
て
は
、
下
流
の
広
い
地
域
に
た
く
さ
ん
か
ん
が
い
用
水
を
持
つ

た
ん
ぼ
が
ご
ざ
い
庄
す
。
朝
引
川
に
お
き
ま
し
て
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
度
の
計
画
で
い
き
ま
す
と
一
番
の
ど
首
で
あ
る
朝

引
川
に
お
さ
出
し
て
は
小
牧
の
下
、

三
詭
川
に
お
さ
ま
し
て
も
桜
の
上
地
甜
は
ち
ょ
う
ど
三
施
川
の
伏
泣
水
が
は
じ
ま
っ
た
も
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
一
万
五
百
ト
ン
を
取

る
と
い
う
こ
と
は
、
学
れ
の
説
に
よ
れ
ば
、
デ
ー
ク
ー
に
よ
れ
ば
安
全
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
実
に
こ
と
し
の
干
ば

つ
を
Jl
ま
し
て
も
、
水
は
限
射
に
さ
て
お
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
干
ば
つ
の
時
期
と
上
水
道
の
欲
し
い
時
期
は
一
致
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ

の
期
間
は
短
い
と
息
い
ま
す
る
が
、
北
常
に
裁
家
は
こ
れ
を
心
配
い
た
し
ま
す
。
こ
の
干
ば
つ
が
川
添
え
に
く
る
か
、
下
流
に
く
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
と
し
の
状
況
を
比
さ
し
て
も
あ
の
内
部
川
の
状
況
は
ど
う
で
し
た
。
内
部
水
源
で
拡
張
工
事
を
し
水
を
取
っ
た
た

う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

下
野
の
上
流
、
あ
れ
は
伏
流
水
の
諒
泉
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
一
万
一
千
五
百
ト
ン
の
水
を
取
り
、

御
侠
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
頴
い
ま
す
。
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こ
う
い
う
こ
と
を
肌
の
は
り
に
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
古
す
が
、
御
承
知
の
方
も
た
く
さ
ん
お
あ
り
の
と
お
り
、

県
の
工
業
用

且
＇
＜
仏
な
ん
か
の
は
う
の
自
由
に
な
る
よ
う
に
、

こ
の
水
諒
が
砧
用
で
き
す
す
よ
う
に
協
定
囲
に
蜻
つ
い
て
譲
渡
を
お
頒
い
し
た
い
と
｀

も
ち
ろ
ん
、

こ
の
件
に
つ
さ
ま
し
て
は
、

仏
た
ち
水
迅
局
の
も
の
は
県
の
企
染
庁
に
対
し
ま
し
て
そ
の
点
を
十
分
強
調
い
た
し
ま
し
て

で
｀
そ
れ
を
十
分
く
ん
で
お
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
御
媒
間
で
ご
ざ
い
ま
す
。

水
約
が
こ
と
し
の
四
月
一
日
か
ら
全
血
的
に

i
の
も
の
に
澁
る
こ
と
に
な
っ
た
協
定
音
が
あ
っ
て
、

自
分
も
そ
れ
に
立
ち
会
っ
て
お
る
の

九

0
形
牙
二
期
の
オ
ニ
次
が
粕
ん
だ
と
1
'
し
上
げ
す
す
の
は
、
事
梨
伐
的
に
梢
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

た
だ
い
ま
中
村

0
水
刑
い
且

(111
本
文
刈

u)
恥
谷
品
具
の
御
仇
間
に
炒
点
だ
け
御
笞
弁
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
水
泊

Jtk(Ill
み
文
雄

U
)
八
払
閲
〕

0
成
長
（
笠
田
七
伯

Li)

水
泊
い
長
。

そ
う
い
う
心
記
は
さ
れ
た
と
息
い
す
す
が
そ
り
況
引
を
当
屁
の
仙
ぃ
刑
名
か
ら
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
す
す
。

に
な
っ
て
欲
し
い
と
息
い
注
す
。
•
そ
う
い
う
点
に
つ
さ
ナ

J
し
て
、
も
う
少
し
只
体
的
な
諫
明
が
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

も
ち
ろ
ん

も
皮
る
と
息
い
古
す
が
、
そ
う
い
う
取
水
の
方
法
も
折
え
て
も
い
い
と
息
い
ま
す
。

あ
な
が
ち
木
竹
川
、
9

牧
田
川
と
い
う
大
き
な
川
を
利

め
に
、
河
原
田
が
非
常
に
立
ち
上
っ
て
｀

向
で
計
雨
す
べ
き
で
あ
る
と
息
い
ま
す
。

そ
の
水
の
対
策
を
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
市
役
所
へ
日
参
い
た
し
ま
し
た
。
関

係
議
貝
も
非
常
に
心
配
さ
れ
て
、
耕
地
課
と
相
談
さ
れ
て
、
結
局
二
つ
の
井
戸
を
掘
っ
て
供
袷
さ
れ
ま
し
た
。

で
、
こ
う
い
う
こ
と
が
屎
り
返
え
さ
れ
る
と
、

い
ナ
土
巾
長
の
捉
寮
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
計
雨
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
非
常
に
高
く
つ
く
、

の
要
求
を
聞
い
て
お
っ
て
、
井
戸
を
決
つ
か
梱
ら
ぬ
な
ら
ん
と
い
う
立
場
に
な
り
ま
す
と
数
百
の
井
戸
が
い
ろ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う

計
画
を
さ
れ
る
前
に
そ
の
点
は
股
業
者
と
よ
く
相
談
さ
れ
、
古
た
水
利
関
係
者
と
も
よ
く
相
談
し
て
、

に
原
の
工
業
用
水
と
い
ろ
い
ろ
旧
談
い
た
し
ま
し
て
、

い
ま
払
か
ー
つ
お
吋
ね
し
た
い
こ
と
は
、
汁
二
次
拡
張
計
雨
は
九

0
彩
進
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
が
中
村
水
源
を
開
発
す
る
と
き

あ
の
地
僻
で
二
万
ト
ン
の
水
を
供
袷
す
る
よ
う
に
話
し
合
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
と
し
の
昭
和
四
十
年
の
三
月
三
十
一
日
で
令
部
市
の
ほ
う
に
柊
倍
す
る
契
約
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
と
き
の
立
ち

会
い
人
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
市
は
拡
張
工
事
の
汁
面
が
進
ま
ず
に
、
ま
た
一
万
六
千
ト
ン
き
よ
う
現
在
工
業
用
水
が
く
ん

で
お
り
ま
す
。

明
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
れ
ば
、

九

0
形
終
わ
っ
た
も
の
な
ら
も
う
＜
む
必
地
な
い
と
息
い
ま
す
。
市
は
施
設
が
な
い
か
ら
県
が
く
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
説

な
せ
市
が
そ
の
改
伽
を
し
な
い
の
か
。
九
割
終
わ
っ
た
も
の
な
ら
、
一
万
五
千
ト
ン
の
水
か
余
っ
と
る

わ
け
が
な
い
と
息
い
す
す
。

さ
よ
う
現
由
に
く
ん
で
お
り
ま
す
。

一
時
間
六
百
ト
ン
ず
つ
毎
日
く
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
現
実
が
あ

る
の
に
、
な
ん
で
こ
の
け
両
が
は
っ
さ
り

A
行
せ
ん
の
に
牙
三
次
の
計
両
を
立
て
る
の
か
、
こ
れ
が
ひ
と
つ
不
審
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
下
流
の
良
ャ
吃
右
の
間
辿
も
非
常
に
品
論
が
あ
る
と
息
い
古
す
。

ま
す
。
あ
る
学
屯
の
本
を
見
ナ
土
1
と、

泌
に
泄
ん
で
い
く
、

そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
な
方

し
か
し
、
こ
れ
が
、
水
が
欲
し
い
と
き
は
い
ま
い
い
ま
し
た
よ
，

う
に
わ
ず
か
な
間
で
す
。
干
ば
つ
の
、
天
気
が
三
十
日
も
四
十
日
も
続
い
て
、
そ
う
い
う
年
は
め
っ
た
に
な
い
と
思
い
ま
す

D

し
か
し
、

欲
し
い
と
さ
は
一
致
い
た
し
ま
す
の
で
、
天
気
が
鉛
き
水
が
欲
し
い
、
飲
み
水
が
欲
し
い
、
た
め
水
が
欲
し
い
時
期
は
一
緒
で
あ
り
ま
す

た
と
え
ば
河
川
の
水
の
利
用
は
、
ナ
J

だ
日
本
で
は
百
分
の
五
だ
そ
う
で
あ
り
ま
す
。

の
で
、
非
常
に
行
が
や
か
ま
し
く
い
い
注
す
。
こ
れ
を
少
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
や
れ
ば
、
常
時
水
が
使
え
る
と
思
い

そ
れ
し
か
使

っ
て
お
ら
な
い
。
九
十
五
は
仔
加
に
仇
れ
て
お
る
ん
だ
と
、

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
て
占
い
て
あ
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
そ
れ
に
は
施
設

用
す
る
の
も
け
っ
こ
う
で
す
が
、
そ
う
い
う
貼
期
は
な
か
な
か
こ
な
い
と
息
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
も
い
ろ
い
ろ
が
瓜
さ
れ
て
、
こ
の
叶
両
に
つ
い
て
は
、
あ
と
で
問
題
を
起
こ
さ
ん
よ
う
に
活
し
合
い
を
し
て
、
そ
し
て
円

そ
し
て

fh
氏
の
協
力
を
求
め
、
さ
ら
に
腿
党
名
に
も
白
力
を
求
め
て
、
喜
ん
で
皆
が
水
を
分
け
あ
う
と
い
う
気
持
ち

経
股
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

む
し
ろ
逆
に
そ
の
ほ
う
が
経
抄
が
か
か
る
ん
で
は
な
い
か
。

一
々
各
取
水
源
ま
た
は
水
の
権
利
者
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〇
叔
長
（
笠
田
七
衛

U
)

〇
峨
艮
（
笠
田
七
伯
む
）

水
飢
叶
両
が
牙
二
次
及
ひ
牙
三
次
の
変
犯
叶
両
が
発
汰
さ
れ
空
し
て
、
払
ど
も
也
類
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
か
一
辿

間
前
で
あ
り
ま
し
て
、
火
は
こ
の
内
容
に
つ
さ
吐
し
て
も
い
ろ
い
ろ
検
叫
し
た
い
点
も
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
し
、

間
辿
に
つ
さ
ま
し
て
も
、
す
だ
判
然
と
し
な
い
間
狐
が
た
く
さ
ん
灰
っ
て
お
る
と
息
い
ま
す
。

し
か
し
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、

こ
れ
は
十
二
月
の
初
め
か
、
近
い
う
ち
に
こ
れ
を
決
定
し
て
成
会
の
晶
決
性
を
祐
え
て
国
の
ほ
う
に
出
さ
な
い
と
、

に
刷
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
叫
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
面
か
ら
い
き
古
し
て
、

し
送
っ
て
い
た
だ
さ
た
い
と
息
い
ま
す
の
で
、
し
か
し
、
ま
だ
内
容
に
は
相
当
倹
討
す
べ
き
点
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
る
が
、
こ

れ
は
幸
い
担
当
字

ti会
が
庄
w
か
水
消
姿
い
会
で
ご
ざ
い
す
す
の
で
、
さ
よ
う
は
時
間
が
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

う
一
皿
庄
染
水
逍
茶

U
会
の
は
う
で
こ
の
間
出
を
取
り
上
け
検
討
し
て
い
た
だ
さ
、
そ
う
し
て
結
論
を
早
く
得
て
国
の
ほ
う
に
出
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
ふ
う
に
托
っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
息
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
謡
長
に
ひ
と
つ
捉
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
＂
灯
疑
も
尽
き
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、

御
堀
活
を
駁
い
た
い
と
息
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
品
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
股
品
な
し
」
と
呼
ぶ
必
あ
り
〕

い
ま
の
水
利
調
整
の

次
の
起
債
、
補
助
金

で
き
る
だ
け
早
く
こ
れ
を
審
巌
さ
れ
て
、
決
定

で
き
ま
し
た
ら
も

本
件
を
産
業
水
道
委
員
会
に
付
託
し

御
恨
ふ
な
し
と
忍
め
ま
す

C

そ
れ
で
は
、
城
字
井
九
十
九
号
を
韮
党
水
迫
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

0
~
谷
祐
一
社

〔
必
谷
祐
一
什
登
附
〕

0
品
長
（
笠

ru七
iQru)

、h‘
、ヤ

r
i
L

J
u
グ

1

h
↓

劣
え
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
大
湖
が
箔
み
寸
し
て
、
そ
の
時
期
が
梢
ん
だ
場
合
に
は
全
面
的
に
私
の
ほ
う
に
膠
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
、

い
ま
話
を
進
め
て
お
り
ま
し
て
、
近
日
あ
す
こ
の
ボ
ン
プ
場
を
改
良
い
た
し
ま
し
て
、
二
万
ト
ン
く
め
る
よ
う
な
施
設
に
す
る
予

次
に
、
井
二
点
の
鹿
染
用
水
と
の
肉
述
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
こ
と
に
御
心
丘
ご
も
っ
と
も
だ
と
私
た
ち
は
深
く
反
省
し
て
お
り
ま
し

水
硝
局
は
水
逍
局
な
り
に
い
ろ
い
ろ
真
剣
に
検

Ut
い
た
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
き
よ
う
は

時
間
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
ま
た
の
桁
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
品
し
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
で
や
む
を
得
ず

今
般
御
捉
案
申
し
上
け
た
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
て
も
股
林
省
出
身
で
ご
ざ
い
ま
す
楕
威
者
に
い
ろ
い

ろ
診
断
し
て
い
た
だ
さ
ま
し
た
砧
嬰
机
上
で
は
臥
設
の
水
利
柘
若
に
御
込
惑
ば
か
け
な
い
と
い
う
線
は
出
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
干

ば
つ
が
致
年
、
故
十
年
に
一
ぺ
ん
起
こ
る
よ
う
な
干
ば
つ
が
起
こ
れ
ば
そ
う
い
う
事
態
も
発
生
す
る
か
と
思
い
す
す
の
で
、
そ
う
い
う
際

に
は
品
・
肱
を
も
っ
て
水
砒
屁
は
批
茅
川
水
に
対
し
て
の
対
達
に
つ
さ
す
し
て
御
動
力
巾
し
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
る

わ
け
で
ご
ざ
い
す
す
。
こ
の
点
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
水
泊
屈
長
、
仏
佃
人
の
慈
見
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
管
理
者
あ
る
い
は
市
長
も
そ
う

い
う
ふ
う
な
お
考
え
を
お
持
ち
で
ご
ざ
い
さ
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
ひ
と
つ
御
了
承
を
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

て
、
こ
う
い
っ
た
小
さ
い
川
か
ら
水
を
耶
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き
す
し
て
は
、

は
か
に
な
ん
ら
か
の
い
い
方
法
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

定
に
し
て
お
り
古
す
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。

水
の
千
本
松
原
で
取
水
し
て
お
り
ま
す
分
が
非
常
に
塩
分
が
出
ま
す
の
で
、
岐
阜
郎
と
相
談
い
た
し
ま
し
て
、
さ
ら
に
上
流
の
岐
阜
県
側

に
入
っ
て
い
き
す
し
て
取
水
を
い
た
す
施
設
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
で
き
た
の
で
早
く
誤
っ
て
欲
し
い
と
｀
こ
う
い
う
こ
と
を
申
し
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
当
時
ま
だ
工
事
か
少
し
済
ん
で
な
い
か
ら
、

そ
れ
が
箔
ん
だ
ら
、

つ
ま
り
大
体
こ
と
し
の
九
月
ご
ろ
に
な

っ
た
ら
誤
り
た
い
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
謡
向
も
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
そ
れ
ま
で
私
の
ほ
う
と
し
ま
し
て
は
で
ん
粉
廃
液

の
問
題
も
夏
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

で
き
る
だ
け
大
矢
知
で
く
み
す
し
て
、
県
の
ほ
う
も
お
困
り
な
の
で
そ
れ
に
協
力
し
て
き
た
わ
け

-,25-
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四

日

市

市

議

会

臨

時

会

会

議

録

0
諦
長
（
笠
田
七
衛
君
）

/
0
 

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
会
期
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
誤
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2

こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
誤
長
（
笠
田
七
衛
君
）

異
誤
な
し
と
泌
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
会
閂
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
諮
題
と
す
る
こ
と
に
決

議
事
の
都
合
に
よ
り
今
期
臨
時
会
の
会
期
を
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
五
日
間
、
延
長
い
た
し
ま
し
て
御
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

異
油
な
し
と
品
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
五
日
間
延
長
す
る
こ

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
日
税
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
源
を
閉
じ
る
こ
と
に
い
た
し
す
す
。

次
会
は
、
来
た
る
二
十
四
日
午
後
一
時
に
会
品
を
開
き
ま
す
。

木
日
は
｀
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
さ
す
。

昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
四
日

と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

〇
油
長
（
笠
田
七
衛

g
)

会
期
延
長
に
つ
い
て
を
謡
題
と
い
た
し
ま
す
。

定
い
た
し
ま
し
た
。

日
程
追
加

会
期
延
長
に
つ
い
て

四

日

市

市

議

午
後
三
時
二
十
九
分
散
会

（
第
二
号
）

会



0
出
恥
晶
い
（
三
十
一
名
）

0
本
日
の
会
品
に
付
し
た
巾
什

ガ'

成
宋
ル
JL
九

り

四

日

rlli上
水
泊
オ
ニ
期
拡
板
事
茅
オ
三
次
変
災
計
紺

附
和
四
十
外
十
一
月
ご
十
四
日

（
水
）
午
後
一
肋
間
晶

0
晶

事

El

柑

ォ

ニ

サ

附
和
凹
十
年
十
一
月
こ
十
四
日
（
水
即
日
）

環
囀
贔
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
蔽
録
オ
ニ
号

安

垣

此

谷

祐

勇

君 君

北

村

与

市

君

lt3 

オ

ー

品

寮

オ

JLJL
サ

凹

日

rlj
市
上
水
砒
牙
こ
期
拡
恢
巾
北
汁
三
次
変
災
計
仙
に
つ
い
て

に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
安
い
長
恨
告
：

．．
 
虹
疑
、
札
凶
、
品
決

井

畠
米

田

君
好

兼

速

記

-,29-



0
品
案
説
明
の
た
め
出
恥
し
た
名

〇
欠
料
品
且
（
（
五
名
）

渡

部

権

太

郎

君

培

山

英

君

日

比

義

平

君

宮

崎

春

吉

君

た乱

安

吉

君

山

本

栄

君

味

岡

郎

君

ョ
w

覇

也

男

君

谷

ロ

専

九

君

永

田

利

一

郎

君

栢

上
口h" 

典

隆

君

服

部

昌

弘

君

笠

田

七

衛

君

裔

梧

伊

祐

君

h

中

忠

｝君

加

藤

定

男

君

."ッず2

JI I 

宗

雄

君

大

島

武

雄

君

須

森

総

太

郎

君

伊

藤

泰

君

矢

田

繁

郎

君

荒

木

武

治

君

呼

崎

貞

芳

君

中

島

忠

勝

君

坂

上

長

十

郎

君

鈴

木

愛

次

君

伊

藤

太

郎

君

志

租

政

君

前

JII 

辰

男

君

喜

多

野

等

君

岩

田

久

雄

君

坪

井

妙

子

君
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0
圧
架
水
逍
姿
且
長
（
志
禎
政
一
は
）

0
市
議
会
事
務
局

本
日
の
祇
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
故
事
日
匝
ォ
ニ
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

誠
寮
オ
九
十
九
サ
四
日
市
市
上
水
珀
汁
二
期
拡
張
串
哭
汁
三
次
変
更
計
画
に
つ
い
て

0
厳
長
（
笠
田
七
衛

u)
日
程
オ
一
、
船
案
牙
九
十
九
号
四
日
市
市
上
水
逍
汁
二
期
拡
張
事
業
牙
三
次
変
更
計
画
に
つ
い
て
を
議
題
と

恨
缶
さ
し
て
い
た
だ
く
前
に
、
御
了
解
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
慎
皇
に
審
誤
を
い

〔
庄
染
水
珀
委
以
長
（
志
仏
政
一

u)
登
坦
〕

志
禎
委
且
長
。

不
件
に
愧
す
る
杏
且
長
の
報
告
を
＊
め
ま
す
。

い
た
し
ま
す

C

日
租
汁

本
日
の
出
席
蔽

il
は
、
二
十
六
名
で
あ
り
ま
す
。

0
品
長
（
笠
田
七
衛

U
)

午
後
一
時
五
分
佃
識

た
だ
い
ま
か
ら
本
日
の
会
品
を
開
き
ま
す
。

主

事

芳

野

孝

君

主

事

佐

脳

正

俊

君

峨

事

係

長

小

坂

君

次

長

岩

谷

靖剛

君

事

務

局

長

菊

地

英

也

君

監

査

委

貝

宮

力

君

技

術

部

長

加

藤

弘

君

次

長

滝

伝

之

助

君

水

遊

局

長

山

本

文

雄

君

薮

市

立

四

日

市

病

院

副

事

務

長

田

裕

君

久

野

市

立

四

日

市

病

院

長

馨

君

副

収

入

役

村

木

喜

代

次

君

総

務

部

長

平

井

清

君

収

入

役

J I I 

崎

祐

男

君

助

役

庄

司

良

君

助

役

岩

野

見

斉

君

市

長

平

田

佐

矩

君

-33- -3:2-



9
・
・
l
_
．ー

"
'
4
.
,

ま
た
、

こ
の
事
茨
叶
即
の
批
址
に
よ
り
将
米
北
え
ら
れ
る
水
泊
汁
伍
上
げ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り

る
た
め
に
は
事
染
股
の
や
り
税
り
を
し
て
で
も
施
行
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
と
の
確
答
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

-.JS-

あ
く
ま
で
も
殷
得
に
努
力
す
る
考
え
で
あ
り
疇

次
に
、

出
政

81削
に
お
け
る
起
偵
の
祗
得
に
つ
い
て
の
北
え
｀

到
事
者
は
根
会
あ
る
ご
と
に
政
府
に
働
き
か
け

期
付
す
る
釦
に
逹
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
市
民
生
活
に
関
す
る
重
大
な
事
業
を
遂
行
す

見
通
し
に
つ
い
て
は
｀

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
ぐ

そ
の
圧
力
に
よ
り
一
部
砒
地
区
を
絲
い
出
水
す
る
に
股
す
る
記
管
布
没
等
の
工
事
股
が
内
部
水
源
系
工
事
に
比
ぺ
多
額
に
な
る
と
の
こ
と

次
に
｀

工
事
股
の
内
訳
で
あ
り
ま
す
が
、

桜
水
泊
糸
は
内
部
水
椋
系
よ
り
取
水
址
が
少
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
工
事
費
が
多
額

そ
の
他
に
つ
さ
ま
し
て
は
｀

は
は
現
在
の
考
え
方
と
一
致
い
た
し
て
お
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

I

当
た
り
の
使
用
杖
の
珀
加
に
曲
ば
す
る
布
挫
虻
に
つ
さ
ま
し
て
は
、

多
少
労
え
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

人
口

て
昼
間
人
口
の
急
削
並
ぴ
に
股
築
改
善
の
近
代
化
小
ご
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
自
家
用
自
動
車
の
洗
車
等
一
人

見
通
し
に
立
っ
て
詳
細
に
枚
術
的
検
吋
を
加
え
、

さ
ら
に
取
水

H
冷
に
つ
い
て
は
水
利
地
質
学
の
栢
威
者
に
よ
る
調
脊
結
果
の
確
認
を
得

な
い
た
い
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

な
い
、
計
画
袷
水
人
口
十
九
万
一
千
人
、

が
あ
り
、
慎
爪
に
蒋
在
を
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

が
、
そ
の
点
ひ
と
つ
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
し
ま
し
た
関
係
上
、

い
さ
さ
か
詳
細
に
わ
た
り
ま
す
の
で
時
間
が
少
し
長
引
く
と
思
い
ま
す
が
、
御
了
承
預
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
非
常
に
御
承
知
の
よ
う
に
声
の
立
た
な
い
男
で
ご
ざ
い
す
す
の
で
、
あ
る
い
は
お
聞
き
に
く
い
点
が
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん

議
案
汁
九
十
九
号
を
も
ち
ま
し
て
上
租
付
保
さ
れ
｀
当
委
艮
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
四
日
市
市
上
水
道
汁
二
期
拡
張
事
業
汁
三
次
変

更
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
蒋
在
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
由
し
上
げ
ま
す
。

本
案
の
審
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
｀
丹
に
市
長
の
出
席
を
求
め
、
細
部
に
わ
た
り
専
門
的
か
つ
技
術
的
に
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
質
疑

ま
ず
、
今
回
上
程
さ
れ
ま
し
た
諜
茶
の
捉
寮
趣
旨
で
あ
り
古
す
が
、

紐
を
確
保
す
る
た
め
、

本
市
の
上
水
硝
は
市
努
の
発
展
に
即
応
し
て
年
々
培
加
す
る
給
水

さ
る
昭
和
三
十
五
年
か
ら
七
カ
年
継
続
の
拡
張
事
券
を
計
両
、
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
に
牙
一
次
計
画
変
更
を
行

一
日
妓
大
給
水
贔
七
万
四
千
五
百
ト
ン
、
総
事
業
筏
十
二
憶
七
千
万
国
で
事
業
か
国
滑
に
進
め

ら
れ
、
途
中
、
吃
和
三
十
八
年
十
二
月
朝
明
水
椋
系
施
設
の
一
部
に
お
け
る
取
水
場
の
位
骰
変
更
を
牙
二
次
計
画
変
更
と
し
て
行
な
い
、

本
年
度
で
約
九

0
％
の
完
成
を
み
る
状
況
で
あ
り
充
す
が
、
市
努
の
急
椒
な
発
展
と
市
民
の
生
活
水
準
向
上
の
た
め
袷
水
量
の
増
加
は
当

初
の
予
定
を
上
回
り
、
規
況
で
は
昭
和
四
十
二
年
の
炭
字
袷
水
址
が
不
足
す
る
見
通
し
が
濃
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
硯
在
行
な

っ
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
払
張
計
画
を
さ
ら
に
拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
熱
と
な
り
、
こ
の
事
態
を
見
越
し
、
当
局
に
お
き
ま
し
て
は
昨

年
か
ら
こ
れ
が
対
派
の
た
め
の
説
牝
研
究
が
続
け
ら
れ
て
ま
い
り
古
し
た
桔
楳
、
昭
和
四
十
五
年
を
目
途
と
い
た
し
ま
し
て
袷
水
人
口
二

一
日
嵌
大
袷
水
凩
九
万
九
千
ト
ン
、
総
事
茅
股
二
十
四
位
一
千
万
円
で
も
っ
て
昭
和
四
十
三
年
度
完
成
と
す
る
牙

十
四
万
一
千
五
百
人
、

三
次
変
更
叶
両
を
完
成
｀
今
回
捉
出
の
巡
ぴ
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
市
雌
会
の
承
認
を
経
て
直
ち
に
政
府
に
対
し
認
可
申
請
を
行

本
委
以
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
群
細
に
わ
た
っ
て
計
両
の
内
容
に
つ
い
て
理
事
者
か
ら
説
明
を
求
め
、
現
時
点
に
お
け
る
計
画
袷
水

人
口
及
ぴ
袷
水
見
敗
水
方
法
、
川
政
吐
血
守
に
つ
い
て
伯
爪
に
将
在
を
行
な
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
当
局
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
期
的
な

て
立
家
す
る
小
}
‘
最
治
の
方
法
を
う
る
た
め
伯

Iftste郎
が

rH
ね
ら
れ
た
こ
と
を
確
忍
い
た
し
た
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

以
下
、
変
更
計
面
の
内
容
に
つ
い
て
、
質
疑
の
な
さ
れ
た
拶
点
を
愉
単
に
山
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
今
国
の
変
更
叶
面
が
当
初
に
比
べ
大
船
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
は
昭
和
三
十
四
年
当
時
の
情
勢
判
断
が
的
確
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
刑
事
粁
か
ら
恰
水
凩
の
畑
加
は
袷
水
区
域
内
に
お
け
る
人
口
培
加
に
加
え

で
あ
る
点
を
た
だ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
｀
桜
水
加
系
の
開
発
に
際
し
て
は
取
水
井
か
ら
一
生
吹
山
丘
披
上
に
設
備
す
る
配
水
池
に
楊
水
し
、

-3“― 



庄
た
、
水
と
米
は
日
本
人
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
さ
な
い
間
凶
で
あ
り
、
市
は
こ
れ
に
対
し
抜
本
的
な
対
策
を
実
施
す
る
と
い
う
数

字
的
に
確
次
な
る
計
仙
を
柑
立
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
水
利
地
例
学
よ
り
検
討
し
て
、
さ
く
井
に
よ
る
取
水
は
蔑
党
用
水
に
絶
対
に
影
善
は

な
い
も
の
か
守
が
最
も
府
念
さ
れ
、
恥
油
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
刑
事
れ
か
ら
は
｀
る
る
況
引
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
オ
す
が
、
こ
れ
を
要
約
い
た
し
ま
す
と
、
今
回
の
変
更
計
画
に
当
た

っ
て
水
利
地
仇
学
の
作
威
名
の
約
11心
に
よ
る
と
、
四
日
市
市
の
現
状
に
お
い
て
は
伏
流
水
か
ら
で
き
る
限
り
取
水
す
る
計
画
が
最
も
妥
当

で
あ
る
と
胎
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
笈
史

Iil
両
を
晶
会
に
提
ウ
か
す
る
市
前
に
耕
地
、
股
林
な
ど
股
染
関
係
主
管
課
と
の
話
し
合
い
を
十

分
抄
た
な
か
っ
た
こ
と
は
品
め
る

3

水
利
淵
竪
協
蔽
会
と
は
辿
倣
な
が
ら
事
前
の
協
品
は
し
て
い
な
い
が
、
直
ち
に
実
行
し
了
解
を
求
め

油
水
期
に
対
す
る
劣
え
力
と
し
て
は
、
エ
が
川
水
か
ら
取
水
す
る
こ
と
も
内
部
的
に
は
北
廊
し
て
お
り
、
融
通
し
合
っ
て
い
る
と
思
う
。

る
よ
う
に
す
る
。

得
た
い
。

沈
四
点
、

不
朴
両
事
か
の
批
胤
に
｛
い
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
市
民
の
迷
恣
注
た
は
拍
rlr5
に
対
す
る
補
伯
に
つ
い
て
理
事
者
か
ら
確
答
を

牙
三
点
と
い
た
し
す
し
て
は
、

炒
耕
に
似
も
必
卯
な
貼
水
期
に
お
け
る
対
汲
は
十
分
に
立
て
て
あ
る
の
か
。

ど
う
か
。

工
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
介
年
の
払
え
つ
け
が
で
さ
な
か
っ
た
と
い
う
例
も
あ
る
の
で
、
伯
肛
な
配
殴
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が

い
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
、

i
た
｀
先
に
内
部
地
区
の
市
光
女
施
に
際
し
て
も
当
然
柘
威
者
の
意
見
を
聞
き
、

研
究
の
う
え
施

牙
二
点
、

閏
年
の
内
部
地
区
小
寸
の
例
も
あ
り
｀

北
た
、

晶
ウ
杏
訊
出
に
先
立
っ
て
設
菜
OO
係
に
屈
す
る
水
利
調
整
協
蔽
会
等
と
の
話
し
合

す
な
わ
ち
、

虹
疑
の
ォ
―
ぃ
柊
今
回
生
災
叶
訓
に
つ
い
て
は
、
他
に
方
法
は
な
か
っ
た
の
か
、

技
術
面
か
ら
返
答
を
願
い
た
い
。

必
然
的
に
発
生
す
る
間
訟
の
処
刑
に
つ
さ
、

次
の
点
に
ぬ
晶
が
佑
巾
さ
れ
た
の
で
あ
り
方
す
。

さ
て
、

い
次
オ
で
あ
り
在
す
。

塁
U
会
に
お
さ
す
し
て
最
も
心
話
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
点
と
咄
望
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、

本
事
業
の
進
行
に
伴
い

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し

上
水
珀
の
広
城
化
に
よ
る
近
條
市
町
村
柑
互
の
協
力
体
制
の
前
途
に
も
一
段
と
明
る
さ
が
加
わ

に
努
力
し
、

る
屯
広
大
な
叶
画
が
必
要
と
な
り
す
す
が

、
三
重
用
水
ま
た
は
木
曾
三
川
か
ら
の
取
水
が
望
ま
れ

ま
た
｀
水
迅
行
政
の
将
米
計
両
に
関
し
附
和
四
十
五
年
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は

た
め
隣
接
市
町
村
が
提
携
す
る
広
域
水
道
の
実
現

幸
い
当
局
は
す
で
に
こ
の
計
画
の
尖
現
の

、
、
当
四
日
市
市
艮
が
会
長
と
し
て
就
任
す
る
等
の
報
告
が
あ
り

さ
る
二
十
二
日
こ
れ
が
促
砒
協
品
会
の
設
立
総
会
を
行
な
し

、
り
ま
し
た
。
そ
の
哄
航
に
は
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

種
々
努
力
が
な
さ
れ
て
ま
し

券
用
水
と
の
閲
整
、

あ
る
い
は
補
恨
祢
困
難
な
問
返
の
処
押
に
当
た
っ
て
け

拡
張
事
業
推
進
に
必
要
と
す
る
僻
要
量
の
確
保
の
た
め
に

、
こ
と
な
ど
か
ら
必
然
的
に
発
生
し
た
農

の
流
失
に
伴
う
上
水
珀
水
快
の
汚
染
問
辿
や
、
市
内
の
小
河
川
を
水
源
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し

範
囲
に
お
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
次
力
で
あ
り
ま
す
。

、
当
局
に
お
か
れ
て
は
現
在
に
至
る
ま
で
の
間
、

以
上
が
本
変
更
計
両
に
対
す
る
質
疑
の
経
過
で
あ
り
ま
す
が

で
ん
粉
廃
液
の
河
川
へ

そ
の
他
企
業
職
貝
適
正
配
皿
の
問
題
｀

職
場
現
境
整
備
の
問
匝
｀

受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

北
勢
広
城
水
道
の
一
元
化
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

現
時
点
に
お
け
る

と
し
て
絶
え
ず
政
府
に
働
き
か
け
る
所
存
で
あ
る
が
、

事
業
完
成
後
、

化
を
は
か
る
た
め
租
極
的
な
努
力
を
行
な
い
、

最
小
限
度
の
値
上
げ
を
予
想
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
説
明
を

さ
ら
に
企
業
倍
の
償
遠
期
限
の
延
長
、

埒
加
し
、

利
率
の
引
き
下
げ
等
に
つ
い
て
も
全
国
的
な
運
動

あ
り
、

や
が
て
財
政
困
難
に
お
ち
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
公
営
企
業
と
し
て
経
済
性
の
発
揮
に
つ
と
め
、

ま
た
、

施
設
の
減
価
償
却
股
そ
の
他
維
持
管
理
費
用
が
年
々

ま
た
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
拡
張
事
業
の
推
進
に
伴
い
企
業
値
の
償
遠
金
、

経
営
の
合
理

ま
す
が
、

事
業
股
の
内
容
に
つ
い
て
は
種
々
検
討
し
、

逸
当
な
労
務
費
｀
材
料
費
の
値
上
げ
等
、

諸
般
の
情
嬰
を
十
分
考
慮
し
た
計
画
で
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れ
た
か
ど
う
か
を
お

unさ
し
た
い
。

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

〇
訓
覇
也
見

U

〔
訓
斯
也
男
U
登
収
〕

訓
覇
蔽
μ
°

〇
液
艮
（
笠
田
七
伽
枯
）

以
上
で
、
委
い
長
の
恨
告
は
終
了
い
た
し
生
し
た
。

案
を
肌
寮
ど
お
り
承
忍
い
た
し
た
次
か
で
あ
り
注
す
。

一
口
に
そ
の
こ
と
ば
の
解
釈
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
が
、
市
民
が
安
心
で
き
る
、
了
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
施
設
は
考
え
た
い
。
少
な
く
と
も
内
部
地
区
に
お
い
て
生
じ
た
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
持
に
市
長
か
ら
は
、
事
業
の

た
め
に
市
民
が
困
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
取
っ
た
た
め
に
生
じ
た
捐
害
に
対
し

な
お
、
学
術
的
批
歩
の
状
態
か
ら
み
て
、
伏
流
水
枯
に
つ
い
て
は
計
符
は
で
き
る
が
、
自
然
科
学
に
関
す
る
問
頚
で
も
あ
り
｀
種
々
専

門
的
に
検
討
は
な
さ
れ
た
結
生
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
地
下
の
間
達
で
あ
る
た
め
股
茅
用
水
に
対
す
る
影
野
は
絶
対
に
な
い
も
の
と
は
言

明
で
き
な
い
が
、
水
珀
局
と
し
て
は
扱
治
の
努
力
を
払
い
｀
で
き
う
る
限
り
の
こ
と
は
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

以
上
が
本
委
只
会
に
お
け
る
質
疑
応
答
の
経
過
で
あ
り
ま
し
て
、
各
季
貝
は
こ
れ
ら
の
問
坦
を
使
祖
に
審
脊
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
上

水
形
は
市
民
日
常
生
活
上
疇
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
市
勢
の
発
朕
と
市
民
生
活
の
向
上
に
伴
う
取
水

E
の
坤
加
は
や
む
を
得
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
影
軽
に
よ
り
挫
茅
用
水
が
不
足
す
る
均
合
は
、
当
局
は
誠
懃
を
も
っ
て
そ
の
解
決
に
努
力
す
る
こ
と
、
ま
た
、
上
水
道

の
口
滑
な
袷
水
抗
確
保
の
た
め
取
水
に
付
う
影
討
を
受
け
た
他
来
用
水
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
当
局
は
最
善
の
努
力
を
尽
す
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
持
に
耕
地
行
政
面
と
述
桃
を
密
に
し
、
狛
杯
的
な
協
力
を
行
な
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
事
業
推
進
途
上
に
お
い

て
及
ぼ
し
た
拍
古
に
対
す
る
補
伯
に
つ
き
さ
し
て
は
、
十
分
に
地
区
民
と
活
し
合
い
｀
地
区
民
が
満
足
で
き
る
措
骰
を
そ
の
時
点
に
お
い

て
真
任
を
も
っ
て
行
な
う
よ
り
付
に
地
区
代
表
名
と
の
間
に
文
肝
を
も
っ
て
投
約
を
取
り
か
わ
す
こ
と
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
本

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
宿
話
を
阻
わ
り
、
御
位
同
を
得
ま
す
よ
う
お
狛
い
申
し
上
げ
ま
す

C

本
μ
艮
の
報
ル
い
に
対
し
注
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
訂
を
穎
い
す
す
。

9
・
,
1

し

~
一
~
9
:
1
~

―
―

姿

U
会
で
伯
爪
に
あ
ま
す
こ
と
な
く
御
狛
涵
を
い
た
だ
い
た
禅
報
告
を
聞
き
ま
し
て
、

そ
の
審
議
振
り
に
対
し
て
感
謝

一
点
だ
け
お
測
さ
い
た
し
た
い
の
は
｀
少
な
く
と
も
仕
会
主
義
社
会
国
家
で
あ
ろ
う
と
資
本
主
義
国
家
で

あ
ろ
う
と
児
水
の
間
凶
に
つ
さ

i
し
て
は

UJ
家
的
な
力
で
各
囚
は
力
を
入
れ
解
決
を
し
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
持
に
日
本
に
お

さ
す
し
て
、
し
か
も
出
炊
的
に
さ
わ
め
て
汎
囚
に
圧
刑
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
政
染
を
取
っ
て
お
り
ま
す
日
本
に
お
き
ま
し
て
一
地
方
自

沿
体
、
な
い
し
は
数
佃
の
地
方
自
応
休
の
力
で
は
ど
う
に
も
俯
決
で
さ
な
い
間
凶
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
形

に
よ
り
庄
し
て
は
何
ら
心
記
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
で
し
よ
う
け
れ
ど
も
、
困
仰
な
地
形
に
お
き
ま
し
て
は
相
当
な
大
事
業
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
つ
さ
さ
し
て
は
、
国
の
大
さ
な
政
設
が
何
と
し
て
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

社
会
が
繁
栄
し
て
い
さ
ま
す
、
な
い
し
は
文
化
が
先
生
し
て
い
き
ま
し
た
歴
史
は
川
で
ご
ざ
い
ま
す
し
水
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
さ
ま
し
て
も
あ
の
当
助
、
近
代

iL染
が
た
く
さ
ん
ま
い
り
士
し
た
。
紡
紐
工
場
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
た
く
さ
ん
ま
い
り
ま
し
た

の
は
、
こ
の
地
域
に
水
が
比
“
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
発
朕
い
た
し
ま
し
て
い
ま
水
が
足
り
な
く
な
っ
て
き
た

わ
け
で
ご
ざ
い
吐
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
｀
わ
れ
わ
れ
の
地
方
自
沿
体
の
ワ
ク
内
で
い
く
ら
考
え
て
い
て
も
解
決
の
つ
か
な
い
こ
と
は

先
は
ど
米
の
御
報
仏
に
も
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
こ
れ
に
つ
き
す
し
て
わ
れ
わ
れ
が
考
え
ま
す
こ
と
は
、

四
日
市
に

一
水
道
局
の
局
長
の

真
任
屯
の
努
力
だ
け
で
は
な
く
て
、
も
少
し
油
い
、
あ
る
い
は
大
さ
な
政
治
的
な
折
衝
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞

さ
し
た
い
、
竹
則
屯
で
あ
る
庄
司
助
役
が
ど
れ
く
ら
い
政
治
折
衡
を
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
に
な
っ
た
ど
う
か
、
明
ら
か
に
さ

工
染
用
水
と
の
閲
休
の
間
嬰
叫
と
の
関
係
の
間
凶
、
国
と
の
関
係
の
問
凶
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
努
力
を
な
さ
れ
た
か
、
そ
し
て
そ
の

て
は
店
任
を
も
っ
て
対
処
す
る
と
い
う
確
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

古
た
、
補
償
と
い
う
問
頚
も
、
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こ
の
よ
う
に
、
今
日
｀
水
の
間
出
に
つ
い
て
は
囚
み
す
か
ら
が
一
小
地
地
を
も
っ
て
ま
か
な
え
る
時
代
で
な
い
と
い
う
の
と
を
理
解
さ
、

れ
庄
し
て
、
＞
打
々
と
そ
の
広
般
的
な
も
の
の
北
え
方
を
押
し
畑
め
て
い
る
こ
と
も
御
示
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
を
μ
休
的
な
血
に
つ
い
て
北
え
て
み
吐
す
糾
合
に
、
仏
ど
も
は
当
地
区
に
お
き
す
し
て
三
重
用
水
の
早
期
完
成
を
ひ
た
す
ら
念
願
し

て
+
4
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
股
染
を
中
心
と
し
た
も
の
の
が
，
ぇ
力
が
初
古
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
共
固
し
て
｀
目
的
を
同
じ
ゅ
う

吐
す
。

怖
く
反
対
し
て
お
っ
た
こ
と
も
御
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
す
す
。

一
方
｀

乱

怜

い

の

御

tl間
の
恥
見

t)と
に
当
然
で
ご
ぎ
い
古
す
が
、
現
在
の
四
日
市
市
の
水
道
管
理
者
と
い

た
し
古
し
て
材
に
余
る
よ
り
な
大
間
俎
げ
か
り
で
ご
ざ
い
す
す
。

す
で
に
御
承
知
の
よ
う
に
水
の
間
劇
に
つ
い
て
は
、
こ
り
や
も
う
間
訓
以
来
＂
侶
水
の
歴
史
、
利
水
の
歴
史
を
通
じ
ま
し
て
変
転
き
わ

ま
り
な
い
経
綽
を
た
ど
っ
て
き
て
お
り

1
す
。
彬
所
に
お
さ

i
し
て
は
、
爪
要
河
川
に
つ
き
守
し
て
治
水
の
面
よ
り
も
利
水
の
点
か
ら
非

常
に
あ
る
行
政
区
域
の
作
威
ガ
が
「
払
」
の
も
の
で
あ
ろ
か
の
よ
う
な
傾
向
が
強
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

と
う
て
い
水
の
間
訟
は
解
決
で
さ
な
い
、
こ
う
い
り
こ
と
か
ら
、
す
で
に
国
の
＇
叫
揺
竹
押
す
る
河
川
笠
も
年
々
ふ
や
さ
れ
ま
し
た
。

え
ば
木
付
三
川
の
利
水
に
つ
い
て
の
許
可
作
限
の
ご
と
さ
も
、

力
に
お
い
て
｀

力
に
お
い
て
も
す
で
に
こ
れ
が
先
足
を
い
た
し
ま
し
た
。

一
区
画
を
も
っ
て

た
と

-rrr年
来
、
印
知
市
か
ら
大
臣
の
手
に
肱
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
方

す
。
こ
れ
は
、
総
合
的
な
見
地
か
ら
判
断
を
下
し
て
処
刑
し
て
い
こ
う
と
い
う
た
て
す
え
で
ご
ざ
い
ナ
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
岐
阜
県
が

ー
カ
、
上
水
珀
の
担
当
で
あ
る
似
生
省
に
お
い
て
は
、

股
を
出
か
な
う
こ
と
が
℃
さ
な
い
段
勒
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
各
地
城
に
広
域
的
な
上
水
逍
計
画
を
樹
立
す
る
た
め
に
｀
関
東
地

一
行
政
区
拭
内
に
お
け
る
水
の
屈
を
も
っ
て
し
て
は
、
今
日
と
う
て
い
そ
の
需

あ
る
い
は
近
儀
地
方
に
jU
い
て
、
さ
ら
に
中
部
地
方
に
お
い
て
広
坂
水
節
の
協
品
会
を
改
囲
い
た
す
巡
動
を
し
、
中
部
地

そ
れ
を
受
け

i
し
て
三
Jll
貼
に
お
き
ま
し
て
も
先
は
ど
志
枚
＃
μ
艮
か
ら
御
報
告
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
北
勢
一
丸
と
な
っ
た
広
域
水
道

の
促
進
協
議
会
が
創
立
総
会
を
終
え
市
長
が
こ
れ
の
会
長
に
な
り
す
し
た
。
こ
れ
も
中
部
地
区
協
涵
会
の
下
部
板
稿
を
な
す
も
の
で
あ
り

し
か
し
な
か
ら
、

0
助
役
（
庄
司
良
一
れ
）

〔
助
役
（
庄
可
良
一

n)
仔
切
〕

古
た
押
巾
者
か
ら
御
説
引
さ
し
た
い
と
炉
ぃ
す
す
。

0
成
長
（
笠
田
七
衛

H
)

庄
司
助
役
。

に
つ
い
て
は
、

な
内
容
に
つ
き
寸
し
て
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
刑
事
者
の
脱
甲
を
了
と
し
た
よ
う
な
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
こ
ま
か
い
点

で
す
が
、

や
は
り
同
じ
よ
う
な
形
で
御
脱
引
が
あ
り
す
し
た
の
で
、

私
ど
も
そ
の
詐
細
な
内
容
、

い
つ
幾
日
ど
こ
に
行
っ
た
と
い
う
よ
う

か
し
あ
く
ま
で
も
わ
れ
わ
れ
は
が
ん
ば
る
ん
だ
と
い
う
御
説
明
が
ご
ざ
い
す
し
て
、
庄
司
助
役
も
そ
こ
に
同
席
し
て
い
た
だ
い
と
っ
た
ん

伯
を
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
、

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

非
常
に
ま
あ
強
引
に
淮
め
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
以
上
の
こ
と
は
困
難
だ
と
｀
し

こ
の
間
四
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
御
報
岩
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
起
倍
の
問
顆
等
に
つ

い
て
市
は
ど
こ
注
で
努
力
し
て
お
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
弥
破
に
申
し
上
げ
た
ん
で
あ

n
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
は
山
本
局
長
も

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
出
さ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
、

と
、
そ
し
て
国
に
対
し
す
し
て
も
大
体
叩
位
か
ら
い
く
と
四
日
市
は
三
番
自
く
ら
い
に
起

0
痒
数
水
爵
苓
貝
長
（
志
和
政
一

t
r
)

〔
産
業
水
硝
委
目
長
（
志
栢
政
一
吾
）
登
切
〕

0
議
長
（
笠
田
七
衛
社
）

志
和
季
員
長
。

お
聞
き
に
な
っ
た
か
ど
う
か
を
お
母
ね
い
た
し
ま
す
。

努
力
が
ど
う
に
も
索
現
の
見
涌
し
が
な
く
て
、

や
む
を
得
ず
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
四
日
市
市
が
一
年
間
の
市
民
税
く
ら
い
の
金
を
こ

れ
に
つ
ぎ
込
ま
な
け
れ
げ
な
ら
ぬ
く
ら
い
の
大
問
題
で
ご
ざ
い
士
す
が
、

そ
う
い
っ
た
渦
程
、

い
き
さ
つ
が
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
計
画
が

立
案
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
管
理
者
の
責
任
者
か
ら
の
御
努
力
の
経
渦
を
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当
然
持
つ
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
訓
覇
也
拐
社

〔
訓
剥
也
拐
社
登
犠
〕

〇
哉
此
（
笠
田
七
衛
社
）

訓
叫
也
拐
君

の
水
源
に
つ
い
て
た
と
え
一
日
で
も
、

ワ
ク
は
取
っ
て
さ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
｀

に
実
施
計
画
も
終
わ
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

う
こ
と
を
念
願
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
年
備
を
進
め
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

iti
た
と
は
い
え
な
い
事
梢
、
こ
れ
ま
た
御
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
す
す
。

待
根
し
て
い
て
く
れ
と
い
う
の
が
卯
の
ほ
う
の
御
回
答
で
ご
ざ
い
ま
す
。

木
付
三
川
の
開
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
た
と
え
ば
洪
尾
オ
ニ
用
水
｀

し
て
本
市
の
上
水
粕
の
供
給
も
三
阻
用
水
か
ら
受
け
た
い
と
、
こ
う
い
う
切
な
る
願
い
を
も
っ
て
こ
れ
の
那
邸
を
続
け
て
ま
い
り
、
す
で

四
十
一
年
度
か
ら
は
本
格
的
に
こ
れ
か
国
に
採
択
さ
れ
ま
し
て
、
工
事
着
手
と
い

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
て
も
抄
本
的
に
は
ど
う
し
て
も
岐
阜
県
の
牡
田
川
の
一
部
取
水
と
い
う
問
座
が
私
ど
も
は
大
前
提
に
も
な
る

ん
で
は
な
い
か
と
、
こ
う
思
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
三
重
県
と
岐
阜
県
と
の
間
の
話
し
合
い
は
な
お
結
論
を

一
番
具
体
化
し
期
待
で
き
る
三
印
用
水
に
つ
き
ま
し
て
妓
阜
県
と
の
活
し
合
い
、
あ
る
い
は
述
邸
に
つ
い
て
四
日
市
市
長
は
働

＜
余
地
が
あ
る
な
ら
ば
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
く
れ
、
折
凶
も
し
て
く
れ
、
ど
ん
な
こ
と
も
い
た
し
ま
し
よ
う
、
こ
う
い
う
話
も
い
た
し
た
こ

と
は
何
回
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
垢
合
に
お
い
て
も
、
非
常
に
事
か
術
妙
な
段
階
で
あ
る
か
ら
こ
ち
ら
か
ら
お
預
い
す
る
ま
で
し
ば
ら
く

さ
ら
に
河
口
堰
の
問
題
の
と
き
に
も
か
な
ら
ず
四
日
市
の
上
水
道

と
し
て
の
考
え
方
を
紬
り
込
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
話
の
と
き
に
も
常
に
強
く
主
張
し
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
的
に
政
治
的
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、

四
日
市
市
以
外
｀
県
及
ぴ
中
部
及
び
固
と
の
閑
係
に
つ
い
て
御
説
明
し
た
こ
と
は
以

上
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水
珀
を

iit設
す
る
街
面
で
あ
る
起
仙
年
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
｀

た
と
え
ば
水
逍
協
会
の
総
会
が
あ

る
場
合
、
あ
る
い
は
役
μ
会
ゃ
江
に
も
か
な
ら
す
四
日
市
は
こ
れ
に
出
席
い
た
し
ま
し
て
｀
乱
的
に
も
歿
的
に
も
先
般
前
会
の
諮
会
で
も
局

長
か
ら
御
説
明
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
二
十
五
年
の
伯
遠
期
限
を
さ
ら
に
五
年
伸
ば
す
、
こ
れ
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
も
ら
う
、
利
率
を

も
っ
と
下
げ
て
も
ら
う
、
こ
う
い
っ
た
努
力
は
常
に
申
し
上
げ
て
お
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
先
ほ
ど
委
圏
長
の
御
報
告
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
四
日
市
は
そ
の
意
味
に
お
き
ま
し
て
全
囚
ど
こ
に
比
ぺ
て
も
は
ず
か
し
く
な
い
と
い
う
か
、
よ
そ
に
負
け
な
い
だ
け
の
起
債
の

一
方
、
エ
染
川
水
と
の
関
係
に
0
さ
出
し
て
仝
怜
則
省
は
こ
れ
に
つ
い
て
非
常
に
努
力
を
さ
れ
、
当
地
域
内
に
あ
る
中
村
水
源
の
工
業

川
水
か
ら
四
日
市
上
水
迅
の
ほ
う
に
こ
れ
を
取
り
仄
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
努
力
を
さ
れ
、
も
う
今
日
こ
れ
に
つ
い
て
は
四
日
市
の
水

迅
局
の
ほ
う
で
改
良
の
エ
引
も
此
注
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
般
的
に
工
業
用
水
を
上
水
道
の
水
源
と
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
公
に
私
ど
も
は
御
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
い
ま
不
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
じ
地
城
に
配
給
し
て

い
る
水
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
た
、
持
っ
て
い
た
だ
い
て
お
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
私
ど
も
は
上
水
道

一
時
皿
で
も
断
水
さ
す
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
四
六
時
中
努
力
し
て
い
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
に
御
了
枡
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

起
偵
の
伽
係
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
あ
る
い
は
工
業
川
水
か
ら
は
公
式
に
は
も
ら
え
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
も
、
行
政
事
務
の
点
に
つ
い
て
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、

り
ま
す
と
こ
ろ
で
は
も
う
す
ぐ
伊
坂
ダ
ム
に
禍
々
と
水
が
あ
ふ
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
ど
う
し
て
一
年
分
も
の

税
収
を
ぶ
ち
込
み
、
し
か
も
股
民
が
心
配
す
る
よ
う
な
田
ん
ぼ
か
ら
水
を
取
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
か
と
い
う
疑
問
は

そ
の
伊
坂
ダ
ム
か
ら
水
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
行
政
的
な
、
事
務
的
な
話
で
は
な
く
て
県
と
市
、
あ
る
い
は
国
を
入
れ

た
う
え
で
の
政
治
折
衝
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
息
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
御
努
力
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
を
実
は

当
面
．

お
互
い
せ
っ
ば
鈷
ま
っ
た
と
き
に
は
祁
に
助
け
合
い
を
や
っ
て
い
く
と
、
助
け
合
う
と
い
う
腹
は
持

一
般
市
民
は
た
と
え
ば
私
ど
も
の
住
ん
で
お
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に
な
る
と
息
い
ま
す
。

ヽ

〇
忙
架
水
誼
苓
は
此
（
志
偵
政
一

U
)

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
庄
栄
水
•
山
委
且
投
（
志
枚
政
一
君
）登
壇
〕

0
品
長
（
笠
田
七
術

U
)

志
積
姿
貝
長
。

お
伺
い
し
た
い
と
息
い
ま
す
。

お
聞
き
し
た
か
っ
た
わ
け
で
、
い
ま
ま
で
の
お
話
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
も
し
今
後
と
も
そ
う
い

、
そ
の
こ
と
が
ま
た
管
理
者

っ
た
行
政
事
務
で
の
問
題
で
は
な
く
て
、
政
治
的
な
問
頌
と
し
て
の
政
治
折
衝
を
大
い
に
続
け
ら
れ
る
よ
う

〇
脹
長
（
笠
田
七
衛
君
）

大
島
限
貝
゜

〔
大
島
武
雄
君
登
壇
〕

0
大
島
武
雄
君
先
ほ
ど
委
且
艮
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
検
村
さ
れ
た
報
告
を
開
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
申
し
上

9

げ
る
点
に
つ

い
て
御
審
諮
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
巴
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
事
先
に
な
り
ま
す
と
過
去
か
ら
の
問
頌
か
ら
い
た
し
ま
し
て
も
相
当
の
地
元
の
負
担
金
が
考
え
ら

れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
御
審
品
な
さ
っ
た
か
ど
う
か
、
，
ま
た
、
そ
の
結
果
を
お
聞
か
せ
穎
い
た
い
と
思
い
ま

を
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
岨
と
か
ら
ん
で
水
逍
料
金
の
値
上
げ
問
題
が
将
来
考
え
ら
れ
て
お
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
こ

れ
に
関
巡
し
て
そ
う
い
う
お
曲
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
の
お
答
え
が
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

召
一
点
目
に
工
場
の
必
要
凪
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
訓
閑
汲
且
か
ら
若
干
お
話
が
出
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
し

し
た
が
っ
て
、
こ
ん
ど
の
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
ま
た
｀
北
幣
の
近
郊
都
市
の
合
併
の

問
頌
等
も
将
米
考
え
た
う
え
で
の
工
場
訥
致
と
｀
そ
う
い
う
も
の
を
検
肘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
、
検
討
さ
れ
て
い
ら
っ
し
や
る

か
ど
う
か
と
い
う
問
俎
等
に
つ
い
て
削
事
必
に
お
伺
い
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

、。

U
弁
町
に
お
き
ま
し
て
は
話
に
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
現
在

汁
四
点
目
に
つ
い
て
は
、
水
質
の
試
紐
を
な
さ
っ
た
か
ど
う
カ

の
水
は
肝
炎
の
病
気
が
相
当
は
や
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
の
人
体
に
及
ほ
す
と
い
う
か
｀
そ
れ
の
最
高
限
度
に
き
て
お
る

と
｀
こ
の
よ
う
な
曲
も
聞
い
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
い
え
し
て
、
こ
ん
ど
工
事
に
な
る
と
こ
ろ
の
質
の
問
題
に
つ
い
て
試
験

な
さ
っ
て
こ
の
よ
う
な
計
画
が
火
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
喩
こ
う
い
う
点
に
つ
い
て
論
渫
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

オ
五
点
目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
先
は
ど
起
山
の
間
凶

”f3あ
り
ま
し
て
、
地
元
負
担
企
と
閲
連
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

本
来

な
ら
は
国
｀
あ
る
い
は
貼
の
補
助
年
を
得
て
行
な
う
よ
う
な
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
助
役
か
ら
も
お
話
が
あ
り

ま
し
て
、
こ
の
よ
う
に
起
偵
の
面
に
つ
い
て
は
努
力
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
結
果
と
い
う
も
の
は

努
力
な
さ
っ
た
桔
果
、
こ
れ
は
お
答
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
委
員
会
で
ど
の
よ

う
な
御
審
議
が
な
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

当
然
、
か
六
点
目
と
し
て
は
先
は
ど
の
工
場
ゃ
}
‘
あ
る
い
は
北
部
の
合
併
問
迫
が

f
0か
ら
ん
で
の
五
十
万
都
市
と
い
う
昨
年
で
す
か
、

市
此
の
い
ろ
い
ろ
氾
呑
団
と
氾
呑
会
兄
し
た
う
え
に
お
い
て
行
な
い
た
い
と
い
う
よ
う
な
話
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も

含
ん
で
の
今
団
の
叶
面
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
近
郊
の
各
市
と
も
い
ろ
い
ろ
検
村
さ
れ
た
う
え
で
こ
の
よ
う

な
オ
ニ
期
の
変
更
計
画
を
な
さ
っ
た
か
ど
う
か
と
、
こ
う
い
う
内
容
に
つ
い
て
の
御
審
漉
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
以
上
の
六
点
に
つ
い
て

オ
ー
閲
は
地
元
負
担
企
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

次
に
、
二
番
の
料
企
の
間
凶
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
詳
細
に
説
明
さ
し
て
い
た
だ
い
た
は
ず
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
お
わ
か
り

す。 の
店
任
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
要
望
し
て
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
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っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
答
え
願
い
た
い
、
こ
の
よ

9
に
息
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
エ
揚
誘
致
の
問
幽
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
は
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

次
の
水
質
試
験
に
つ
い
て
は
ど
う
か
、
と
い

9
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
で
ん
粉
問
題
や
ら
い
ろ
い
ろ
出
ま
し
て
、
そ
の
前
に

十
分
水
道
局
か
ら
人
命
を
あ
ず
か
る
水
例
で
あ
る
か
ら
従
来
科
学
的
に
十
分
検
査
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も

別
段
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
異
議
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

五
番
の
起
依
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
な
こ
と
は
ま
た
理
事
者
の
説
明
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
年
の
実
は
そ
れ
は
計
画
書

に
載
っ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
二
億
四
千
万
の
何
が
出
て
お
り
ま
す
が
、
二
低
二
千
万
だ
け
は
起
債
を
受
け
て
お
る
が
、
．
残
り
の
二
千
万
は

緑
故
伎
で
あ
る
の
で
金
額
が
非
常
に
高
く
つ
く
の
と
、
利
子
が
蒻
く
つ
く
の
と
、
返
済
期
間
が
短
い
の
で
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の

次
に
、
五
十
万
都
市
、
こ
れ
も
別
に
委
且
会
と
し
て
は
審
議
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
笠
田
七
術
君
）

水
逍
局
長
。

〔
水
辺
局
此
（
山
本
文
雄
君
）
登
埴
〕

0
水
迅
局
長
（
山
本
文
雄
沿
）

こ
と
で
御
質
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
担
当
者
か
ら
御
答
弁
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
志
秘
委
且
長
か
ら
御
答
弁
な
さ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
委
員
会
で
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た

一
番
の
地
元
負
担
、
こ
れ
は
今
般
の
こ
う
い
っ
た
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
負
担
と
い
う
の
は
全
然
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
原
則
的
に

ほ
と
ん
ど
が
企
業
偵
で
ま
か
な
い
、
あ
と
一
部
水
迅
科
金
か
ら
の
自
己
沢
金
を
入
れ
ま
し
て
ま
か
な
っ
て
い
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
三
番
目
の
工
場
謁
致
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
全
然
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
工
場
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
も

こ
れ
は
た
だ
人
口
増
と
い
う
こ
と
で
も
の
を
考
え
て
、
立
脚
し
た
も
の
で
、
給
水
人
口
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
水
質
に
つ
き
ま
し
て
も
、
十
分
こ
れ
は
科
学
的
に
、
あ
る
い
は
細
菌
学
的
に
検
討
を
重
ね
ま
し
て
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

た
だ
い
ま
御
心
配
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
も
の
と
私
た
ち
は
個
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
オ
六
番
目
の
広
域
の
間
船
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
私
た
ち
は
か
っ
て
マ
ス
ク
ー
・
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
て
三
十
万
都
市
と
い
う
こ

と
で
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
の
っ
と
っ
た
も
の
の
考
え
方
で
こ
の
給
水
人
口
を
出
し
て
お
る
と
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま

す。0
幽
長
（
笠
田
七
術
沿
）

あ
と
委
且
北
の
ほ
う
か
ら
大
体
御
説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
い
た
だ
け
る
と
忍
い
ま
す
の
で
、

大
島
議
且
゜

〔
大
品
武
雄
氾
丑
槙
〕

0
大
品
武
雄
沿

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。

い
士
お
答
え
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
オ
三
点
目
の
工
場
誘
致
は
一
応
考
え
な
い
と
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
も
先
ほ
ど
訓
覇
議
且
か
ら
も
話
が
あ
っ
た
と
お
り
で
あ
り
北
し
て
、
将
来
、
市
長
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
水
道
行
政
と
工
場
誘
致
等
の

間
雌
に
つ
い
て
御
検
討
な
さ
っ
た
う
え
で
の
計
画
が
必
要
で
は
な
か
っ
た
る

9
か
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
工
場
一
っ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
相
当
址
の
水
が
必
渋
な
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
点
に
つ
い

て
、
そ
れ
を
お
考
え
に
な
ら
な
く
て
た
だ
人
口
増
の
み
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
な
さ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
た
近
い
将
来
に
ま
た
変
更

計
画
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
間
幽
等
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
の
よ
う
に
思
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
本
来
な

ら
ば
委
且
長
に
お
伺
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ

9
い
9
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
ぉ

許
し
願
え
れ
ば
市
抵
に
お
伺
い
し
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
オ
四
点
目
の
水
質
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
植
々
検
肘
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な

そ
れ
か
ら
、
オ
五
番
目
の
秘
故
偵
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
受
け
ら
れ
な
い
と
、
あ
と
そ
の
予
定
さ
れ
た
こ
の
縁
故
債
の
額

説
明
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ーダ？ー ーダ6-



す。 る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
火
に
そ
の
む
ず
か
し
い
。

と
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
そ
れ
を
ま
か
な
っ
て
、
今
回
の
事
夢
を
な
さ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
答
え
穎
い
た
い
と
思
い

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
墳
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

た
だ
い
ま
仰
上
柁
穎
っ
て
お
り
ま
す
の
は
上
水
逝
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

う
こ
ん
が
ら
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
ま
こ
と
に
失
礼
な
こ
と
を
お
尋
ね
す
る
ん
で
す
が
、

工
業
用
水
と
ち
よ
っ
と
こ

ち
よ
っ
と
誤
長
お
許
し
頴

っ
て
ち
よ
っ
と
そ
の
点
ひ
と
つ
聞
か
し
て
：
・
・
（
大
肋
武
雄
打
「
上
水
船
の
こ
と
に
つ
い
て
」
と
呼
ぶ
）
上
水
道
の
こ
と
で
い
い
ん
で
す

か
。
そ
れ
じ
ゃ
ひ
と
つ
エ
染
用
水
と
い
う
も
の
と
同
じ
よ
う
な
水
の
こ
と
で
ご
ざ
い
市
す
る
が
、
総
括
的
に
は
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
起
こ

る
ん
で
す
が
、

た
だ
い
ま
は
上
水
滸
の
こ
と
を
お
穎
い
申
し
上
け
て
お
る
。

お
り
や
っ
て
さ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
ざ
い
す
す
。

で
。
最
近
、
ま
あ
過
去
の
間
俎
に
つ
き
ナ
し
て
は
、
オ
あ
血
み
ど
ろ
の
水
の
獲
得
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
う
御
承
知
の
と

で
、
や
む
を
得
ず
こ
り
や
市
内
で
取
る
と
い
う
処
阻
を
取
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

る
が
、
な
か
な
か
ご
翻
の
水
で
も
よ
そ
か
ら
狗
得
は
で
さ
す
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
を
申
し
て
は
失
礼
で
す
け
ど
、

一
例
を
申
し
ま
す
と
、

こ
の
前
四
日
市
市
が
上
水
7

川
が
足
り
庄
せ
ん
と
き
に
、
町
咄
川
か
ら
取
っ
て
お
る
原
の
エ
染
用
水
を
一
時
も
ら
い
ま
し
て
、
そ
れ
を
ク
り

ー
ヤ
い
た
し
吐
し
て
上
水
に
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ぺ
ら
ぼ
う
な
麻
い
こ
と
を
い
わ
れ
た
り
｀
ま
た
、
そ
う
い
う
こ
と

が
エ
洸
川
水
の
本
質
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
指
常
に
困
り
ま
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
県
・
市
の
間
で
も
そ
う
い
う
，
ヽ

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
固
じ
四
日
市
へ
供
袷
受
け
る
こ
と
で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
。
な
か
な
か
御
承
知
の
と
お
り
む
ず
か
し
い
の
で

ご
ざ
い
ま
す
で
｀
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
さ
す
し
て
も
、
過
去
の
こ
と
を
い
っ
ぺ
ん
よ
く
お
凋
ぺ
願
い
ま
し
て
、

う
も
の
は
む
ず
か
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
碩
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
息
r
)
ん
で
す
。

な
か
な
か
水
道
事
業
と
い

特
に
最
近
の
こ
の
水
道
間
出
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
う
ど
こ
の
吼
で
も
同
じ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
璽
県
も
も
う
手
こ
ず

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｀
と
仏
は
息
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
手
こ
ず
っ
た
結
呆
が
北
伊
妨
水
消
事
業
の
協
禄
会
と
、
こ
う
な
っ
て
き
て
、
そ

い
つ
を
わ
れ
わ
れ
こ
の
大
体
北
勢
一
冊
で
ご
ざ
い

t
す
か
ら
｀
亀

1
か
ら
こ
ち
ら
全
部
包
含
し
た
も
の
に
し
ま
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
で
協

限
を
し
て
く
れ
、
こ
う
い
う
こ
と
で
眼
は
ち
よ
っ
と
横
に
の
い
ち
や
っ
て
、
そ
し
て
市
町
村
で
こ
れ
を
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、

こ
の
間
発
会
式
を
や
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
あ
推
進
の
協
蔽
会
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
そ
う
い
う
も
の
が
ー
つ
の
基
準
に
な
っ
て
く

特
に
四
日
市
は
工
業

m水
が
い
ま
ま
で
の
経
過
か
ら
い
い
古
す
と
＂
駄
が
担
当
し
て
い
ろ
い
ろ
御
心
配
頒
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

な
い
。

か
な
ら
ず
し
も
プ
ラ
ス
は
っ
か
り
じ
ゃ
な
い
、

は
非
常
に
あ
り
が
た
い
、
秘
謝
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
と
息
い
ま
す
。
し
か
し
｀
工
架
用
水
は
御
承
知
の
と
お
り
受
益
者
に
お
き
ま
し
て
緑

故
債
を
も
っ
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
伯
週
し
て
い
く
と
｀
水
の
代
企
を
光
っ
て
そ
れ
で
債
遠
し
て
い
く
と
い
う
順
序
を
取
っ
て
お
り
ま
す
か

ら
、
ま
あ
失
礼
な
話
だ
け
れ
ど
も
、
ポ
ケ
ッ
ト
は
而
さ
な
い
仕
布
な
ん
で
す
、
こ
れ
は
。
と
こ
ろ
が
、
上
水
ち
ゆ
や
つ
は
、
そ
う
は
い
か

マ
イ
ナ
ス
の
と
さ
も
出
て
く
る
。
御
承
知
の
と
お
り
名
古
程
で
も
赤
字
が
出
て
く
．

る
か
ら
仕
方
が
な
い
か
ら
水
旧
料
企
を
上
げ
よ
う
と
。
東
京
の
よ
う
な
天
子
さ
ま
の
ご
ざ
る
ど
ま
ん
中
で
も
も
う
こ
れ
じ
ゃ
考
え
な
け
り

ゃ

9
ら
ぬ
か
ら
い
う
て
悲
喝
を
上
げ
ち
や
っ
て
。
ま
あ
上
げ
ろ
と
い
う
、
上
げ
さ
さ
ん
と
い
う
て
や
っ
て
お
る
よ
う
な
こ
と
な
ん
で
す
が
、

四
日
市
の
こ
の
姿
を
見
て
み
ま
す
と
、
い
ま
お
願
い
し
て
お
る
の
は
＼
こ
れ
は
将
米
大
計
画
に
到
逹
す
る
ま
で
の
途
中
の
こ
と
な
ん
で
ご

ざ
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
計
曲
し
て
お
っ
た
が
、
こ
れ
じ
ゃ
足
ら
ぬ
か
ら
こ
れ
だ
け
つ
ざ
足
そ
う
と
、
そ
し
て
将
来
計
画
の
大
き
な
や
つ
は

ど
う
か
と
い
え
ば
北
伊
努
上
水
逍
協
議
会
ち
ゆ
も
の
が
や
っ
て
ざ
た
と
。
四
日
市
の
市
長
そ
れ
に
乗
っ
け
た
と
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
で

そ
れ
で
書
そ
う
い
う
も
の
が
い
ま
ど
ん
な
こ
と
が
想
兄
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
い
た
し
ま
す
る
ち
ゆ
と
、
幾
つ
か
の
水
系
が
あ
る
わ

〇
謁
長
（
笠
田
七
衛
君
）

ま
す
。

市
長
。

―“9-` ―“8'-



士
す
か
ら
ふ
断
わ
り
で
す
と
い
っ
て
、
四
日
市
も
や
っ
ば
り
そ
う
い
う

lit画
を
も
っ
て
お
る
ん
で
す
。

た
く
さ
ん
の
水
の
上
っ
て
お
る
と

所
を
、

こ
こ
を
先
県
の
ほ

9
へ
旗
れ
と
。
わ
れ
ん
と
こ
る
は
こ
こ
で
水
を
貯
め
る
ん
だ
と
、

そ
い
つ
は
お
断
わ
り
だ
と
。

四
日
市
で
や
り

そ
の
水
企
そ
こ
へ
貯
め
て
お
い
て
、
そ
い
つ
な
役
に
立
て
よ
う
と
。
そ
の
前
に
、

団
地
の
中
に
わ
れ
わ
れ
が
候
補
地
だ
と
考
え
て
お
る
地

と
、
こ
う
い

9
間
肱
が
吐
あ
一
っ
ご
ざ
い
ま
す
。

御
水
知
の
と
お
り
い
士
朝
叫
川
の
左
化
の
ほ

9
に
以
は
大
さ
な
貯
水
池
を
こ
し
ら
え
て
茶
り
ま
す
。

よ
う
け
雨
が
降
っ
た
と
き
に
は
、

れ
ど
も
、

こ
の

9
ち
こ
れ
だ
け
は
上
水
に
認
め
て
く
れ
ん
か
と
い
う
こ
と
を
市
北
が
や
り
よ
く
な
っ
た
と
い
う
と
こ
る
へ
迎
ん
で
く
れ
た

し
て
、
お
れ
ん
と
こ
る
は
こ

9
い
9
よ
9
に
尖
際
に
お
い
て
足
ら
な
い
ん
だ
と
、
だ
か
ら
こ
の
水
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
使
う
ん
だ
け

れ
が
士
た
い
士
の
品
の
水
利
柚
の
間
題
が
つ
い
と
る
も
ん
で
す
か
ら
、

協
ぷ
会
の
中
に
移
し
て
、
そ

9
し
て
吐
あ
何
と
い
い
吐
ず
か
、

や
り
よ
い
か
や
り
に
く
い
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
場
所
で
論
議
を

何
と
か
エ
染
JIJ
水
に
ば
っ
か
り
に
し
な
い
で
、

上
水
も
ひ
と
つ
割
愛
し
て
く
れ
る
と
、

こ

こ
ん
ど
も
丑
本
名
の
方
面
も
全
部
含
ん
だ
い
わ
ゆ
る
上
水
道
の
こ
の

こ
う
い
う
こ
と
を
い
お
う
と
す
る
ん
で
す
が
、

の
ほ
か
に
、

こ
り
や
い
ま
町
屈
川
か
ら
取
る
う
と
し
て
い
る
水
の
間
辿
が
あ
り
p
5

す
が
、

こ
れ
に
も
県
に
割
り
込
ん
で
い
っ
て
、

ひ
と
つ

こ
っ
ち
の
水
が
か
れ
て
く
る
ん
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
わ
が
土
地
は
わ
が
土
地
だ
け
の
も
の
で
ひ
と
つ
や
ら
な
け
り
や
な
ら
ぬ
と
。
そ

私
は
一
＿
＿
倍
に
は
な
る
。
そ
ん
な
も
の
の
く
る
か
こ
ん
か
の
や
つ
を
付
っ
と
る
わ
け
に
い
か
ん
。

叫
十
三
年
、

四
十
五
年
と
な
っ
て
く
る
と

も
う
ー
ト
ン
当
た
り
の
水
ち
ゆ
た
ら
そ
る
ば
ん
も
何
も
、

こ
れ
は
牧
lfl
川
の
水
企
一
部
く
れ
る
の
で
な
け
り
や
も
う
き
わ
め
て
貧
弱
な
も
の
で
す
。

の
か
か
る
経
伐
と
い
り
も
の
は
ば
く
大
な
も
の
で
す
。

い
ま
の
倍
、
あ
る
い
は

さ
で
は
な
い
と
息
い
ま
す
る
が
、

そ
う
し
て
そ

こ
ん
ど
は
ど
う
い
う
ふ
9
に
巡
ん
で
い
く
か
と
い

9
こ
と
に
な
り
吐
す
と
、
こ
り
や
も
ち
る
ん
わ
れ
わ
れ
は
県
と
協
力
し
て
、
大
き
な

糾
台
に
釆
っ
か
っ
て
品
を
し
な
け
り
や
な
ら
ぬ
が
、
い
よ
も
御
報
岩
111
し
上
げ
吐
し
た
よ
う
に
、
も
ち
る
ん
こ
う
い
う
も
の
も
放
棄
す
べ

巡
び
に
な
り
ま
し
た
。

け
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
三
煎
県
が
命
の
綱
の
よ
う
に
思
っ
て
お
る
よ
う
な
の
は
北
伊
努
の
こ
の
三
重
用
水
の
話
な
ん
で
す
が
、

そ
の
生
ま
れ
た
と
き
は
上
水
を
取
る
う
な
ん
ち
ゅ
よ
う
な
考
え
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は

工
業
用
水
を
取
ろ
う
ち
ゆ
よ
う
な
考
え
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
戦
争
の
の
ち
に
愛
知
県
で
も
っ
て
愛
知
用
水
を
や
っ
た
か
ら
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
愛
知
県
で
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
な
ら
三
重
県

で
も
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
、
そ
し
て
田
ん
ぼ
に
よ
く
水
が
か
か
る
よ
う
、
あ
る
い
は
畑
地
に
水
が
よ
う
か
か
る
よ
う
に
し
て
、
そ
う

し
て
殿
産
物
が
栽
宜
に
取
れ
る
よ
う
に
し
よ
り
と
、
ま
あ
戦
後
の
ー
つ
の
計
画
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
き
て
三
重
県
も
や
っ
た
と
。
し
か
し

愛
知
県
が
ま
ん
ま
と
そ
れ
を
や
っ
た
け
れ
ど
、
三
罪
県
は
な
ん
に
も
よ
う
や
ら
ず
に
い
ま
ま
で
す
士
し
た
と
。
そ
れ
で
、
し
よ
っ
ち
ゅ
こ

れ
は
政
府
の
ほ

9
を
つ
っ
つ
い
た
け
れ
ど
も
、

い
っ
こ
ぅ
反
応
が
な
か
っ
た
と
、
よ
う
や
く
最
近
に
な
っ
て
こ
い
つ
を
ま
あ
ひ
と
つ
も
の

に
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
。
や
っ
て
み
た
と
こ
る
が
、
愛
知
県
の
実
情
を
見
ま
し
て
も
炭
業
用
水
だ
け
じ
や
、
そ
り
や
そ
る
ぱ
ん
が
持
て

ん
と
、
こ
り
や
ど

9
も
し
よ
う
な
い
と
。
ど
う
し
て
も
エ
莱
用
水
も
ま
じ
え
に
ゃ
い
か
ん
し
、
四
日
市
の
よ

9
に
上
水
も
入
れ
て
く
れ
な

さ
や
い
や
だ
と
。
ぬ
染
用
水
だ
け
じ
ゃ
四
日
市
は
い
ゃ
だ
と
。
そ
し
て
や
っ
て
み
ま
し
た
と
こ
る
が
、
県
の
計
画
を
見
て
お
る
と
い
う
と

町
駐
川
の
水
が
ず
っ
と
向
こ
う
に
流
れ
て
い
っ
て
し
士
う
ん
で
す
、
町
吊
川
の
水
は
。
こ
の
計
画
に
は
入
っ
て
な
い
ん
で
す
、
町
屋
川
の

水
は
一
滴
も
こ
の
111
両
の
中
に
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
向
こ
う
に
流
れ
い
っ
ち
ゃ
ぅ
。
そ
し
て
、
も
っ
と
山
の
す
そ
を
、
ず
っ

と
苅
い
と
こ
ろ
を
通
り
士
し
て
、
そ
し
て
水
が
流
れ
て
い
く
。

そ
ん
な
ら
、

こ
ん
ど
は
こ
の
中
の
範
囲
に
入
っ
と
る
鈴
庇
は
ど

9
だ
と
。
市
長
の
見
解
を
も
っ
て
し
ま
す
と
、

こ
い
つ
も
ね
え
と
。
こ

の
水
は
向
こ
う
で
使

9
ん
だ
と
。
だ
か
ら
、
山
の
す
そ
を
ぐ
ぅ
っ
と
通
っ
て
く
る
水
だ
け
を
分
配
す
る
ん
だ
と
。
そ
ん
な
も
の
に
は
参
加

で
さ
ん
。
み
ん
な
仲
間
に
し
ら
や
っ
て
そ
し
て
や
ん
の
じ
ゃ
な
い
と
困
る
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
い
っ
て
る
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
ど
う

し
土
し
て
水
の
間
幽
に
な
り
吐
す
る
と
い
り
と
血
士
な
こ
で
、
前
へ
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
巡
ま
ぬ
と
い
う
の
が
現
状
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
に
お
か
れ
士
し
て
も
こ
り
や
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
と
っ
ち
ゃ
と
う
て
い
何
と
も
し
よ
う
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
ど
の
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こ
れ
は
、

水
泊
巾
＂
が
の
合
併
せ
ざ
る
合
併
で
す
。

大
さ
な
る
都
市
を
合
併
し
な
い
う
ち
の
水
道
事
業
の
ー
つ
の
大
き
な
合
併
的
な
処
置

ん
な
し
て
北
勢
一
冊
の
上
水
直
叶
両
と
い
う
も
の
を
立
て
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
機
連
が
き
た
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
わ
れ
の
と
こ
ろ
で
独
占
し
よ
う
と
息
と
っ
た
け
れ
ど
も
そ
い
つ
は
や
っ
ば
り
み
ん
な
の
と
こ
ろ
に
出
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
、

そ
う
し
て
み

を
開
陳
し
て
｀

そ
れ
な
ら
は
仕
力
が
な
い
か
ら
こ
れ
だ
け
の
水
は
こ
り
い
う
ふ
う
に
し
て
割
労
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
。

そ
れ
じ
ゃ
こ
れ

し
て
、

そ
し
て
各
市
町
村
と
い
う
も
の
を
全
部
包
含
し
て
お
り
ま
す
る
の
で
、
こ
ん
ど
は
そ
う
い
う
よ
う
な
公
の
席
上
で
お
の
お
の
立
場

さ
る
こ
と
と
は
仔
じ
出
す
る
が
、
北
い
に
も
非
常
な
帷
事
染
で
は
あ
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、

北
伊
勢
の
全
体
の
統
括
し
た
も
の
が
で
き
ま

右
の
よ
う
な
次
牙
で
ご
ざ
い
す
す
る
が
｀

水
珀
事

X
の
こ
の
囚
難
さ
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

つ
ぶ
さ
に
御
承
知
お
き
く
だ

な
こ
と
な
ん
で
ご
ざ
い
庄
す
。

注
点
は
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、

規
状
と
い
た
し
古
し
て
は
｀
御
承
知
の
と
お
り
せ
っ
か
く
国
の
ほ
う
で
も
支
桜
を
し
て
や
ろ
う
と
い
っ

て

Hi会
の
御
了
解
を
得
て
禎
仔
を
つ
け
て
い
く
の
が
は
ん
と
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
い
と
ま
が
な
い
も
ん

で
す
か
ら
ゃ
む
を
褐
ず
こ
・
ん
ど
の
よ
う
な
処
肘
を
敗
ら
し
て
い
た
だ
き
注
し
た
ん
で
す
が
、
今
後
は
そ
う
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分

た
だ
く
と
さ
だ
か
ら
、

少
無
刑
い
い
よ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
か
ら
、

す
あ
そ
れ
だ
け
忍
め
て
や
ろ
う
じ
ゃ
な
ぃ
か
と
い
う
ふ
う
に
、

こ
の
除
に
ひ
と
つ
ゃ
ら
さ
し
て
い
た
だ
さ
た
い
と
い
う
の
で
｀

あ
る
い
は
地
元
の
方
に
先
御
了
解
を
得
て
、

そ
し

い
ま
お
っ
し
や
っ
と
っ
て
い

い
古
の
と
こ
ろ
な
ら
ば
品
偵
そ
の
他
の
血
に
つ
い
て
も
非
祁
に
囚
は
四
日
市
を
支
桜
的
で
あ
る
と
、

四
日
市
は
勃
興
し
と
る
町
だ
か
ら
少

こ
と
は
つ
ら
い
け
れ
ど
も
、
も
う
息
い
切
っ
て
い
ま
や
っ
と
か
ん
と
い
り
と
、
時
間
的
に
も
追
い
つ
い
て
こ
ら
れ
て
は
困
る
し
、

か
ら
水
珀
当
局
に
お
さ
す
し
て
は
｀
少
し
計
圃
を
立
て
て
こ
の
間
お
出
し
し
た
の
に
、

の
情
勢
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

き
に
、
不
用
な
水
を
く
み
上
げ
て
貯
水
を
し
て
お
い
て
、
そ
れ
を
使
い
た
い
な
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
水
を
貯

め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
簡
単
な
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
地
盤
の
問
題
も
あ
っ
た
り
、
培
築
す
る
経
費
の
問
厘
も
あ
っ
た
り
し
ま
し
て

な
か
な
か
こ
い
つ
一
筋
縄
や
二
筋
縄
で
い
く
や
つ
じ
ゃ
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
し
た
が
い
ま
し
て
四
日
市
は
そ
う
い
う
地
所
を
確
保
し
て

県
に
は
お
誤
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
と
。

や
り
た
か
っ
た
ら
ど
う
ぞ
左
岸
の
ほ
う
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
で
、

岸
に
や
っ
と
っ
て
い
た
だ
く
と
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

ま
た
、

ま
た
こ
う
い
う
計
面
を
変
え
て
い
た
だ
く
と
い
う

い
ま
現
に
左

そ
の
ほ
か
に
｀
御
承
知
の
と
お
り
あ
る
い
は
河
ロ
ダ
ム
を
作
る
だ
の
、
そ
れ
か
ら
こ
ん
ど
の
木
曾
三
川
の
水
の
問
題
だ
の
、
あ
る
い
は

こ
の
岐
阜
収
の
山
の
と
こ
ろ
で
幾
つ
か
ダ
ム
を
こ
し
ら
え
て
、
そ
の
水
を
楳
め
て
き
て
、
そ
う
し
て
一
宮
を
涌
っ
て
｀
桑
名
を
涌
っ
て
四

日
市
を
通
っ
て
こ
こ
ま
で
水
を
持
っ
て
こ
よ
う
と
い
う

Bt
面
を
愛
知
吼
で
は
立
て
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
愛
知
県
と
い
う
よ
り
む
し
ろ

木
付
三
川
の
立
場
か
ら
立
て
て
お
る
r

そ
う
い
う
案
が
あ
る
な
ら
ぜ
ひ
乗
っ
け
て
く
れ
と
。
そ
れ
に
も
乗
っ
け
て
く
れ
と
。
そ
し
て
上
水

だ
っ
た
ら
双
手
を
上
げ
て
歓
迎
す
る
か
ら
そ
れ
に
乗
っ
け
て
く
れ
と
い
っ
て
る
ん
で
す
が
、
、
そ
れ
に
し
ま
し
て
も
で
す
よ
、
け
っ
し
て
安

い
も
の
に
は
な
ら
ぬ
と
息
う
。
仏
は
高
い
も
の
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
た
が
い
ま
し
て
、

す
で
の
計
画
ど
お
り
に
は
な
か
な
か
い
さ
ま
せ
ん
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
た
く
さ
ん
の
裸
頌
を
ひ
か
え
て
お
る
ん
で
す
が
、
こ
い
つ
が
一
朝
ー
タ
に
い
き
ま
せ
ん
の
で
｀
片
っ
ぼ

う
の
ほ
う
で
は
水
の
哨
投
の
梢
努
が
ふ
え
て
古
い
り
さ
し
た
。
そ
れ
は
、
い
ま
御
説
明
申
し
上
げ
た
よ
う
に
市
民
の
生
活
様
式
が
変
わ
っ

一
人
当
た
り
の
水
の
消
挫
趾
と
い
う
も
の
は
非
常
に
ふ
え
て
き
た
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
い
ま

ほ
ん
と
う
は
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
も
う
名
古
屋
市
が
あ
れ
ほ
ど
水
に
取
り
か
こ
ま

れ
て
お
っ
て
、
，
恵
ま
れ
て
お
る
と
こ
ろ
で
も
し
じ
ゅ
う
ご
わ
り
ず
め
に
水
の
問
題
で
は
ご
わ
れ
て
お
る
ち
ゆ
の
が
、
い
ま
の
日
本
の
都
市

し
た
が
い
ま
し
て
｀
そ
れ
の
小
型
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
四
日
市
も
そ
の
と
お
り
ず
い
ぶ
ん
追
い
詰
め
ら
れ
て
お
る
も
ん
で
す

と
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
し
｀
四
十
一
年
の
予
作
の
と
こ
る
の
ワ
ク
ヘ
ち
よ
っ
と
頭
を
つ
っ
込
ん
で
お
き
ま
せ
ん
と
い
う
と
、
こ
り
や
将
来

ま
た
取
り
合
い
ご
っ
こ
が
は
じ
オ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
き
す
す
る
と
い
う
と
、
な
か
な
か
分
取
り
し
て
く
る
ち
ゆ
こ
と
も
ま
あ
困
難
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0
品
長
（
笠
田
七
衝
む
）

す。
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
金
銭
が
ひ
つ
つ
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
場
面
に
だ
ん
だ
ん
ま
あ
近
よ
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
も
う
ひ
と
つ
哲
さ
ま
万
の
節
支
持
を
得
ま
し
て
、
御
練
撻
を
得
ま
し
て
極
力
や
ら
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
は
、
ま
こ
と
に
恥
ず
か
し
い
話
で
す
け
れ
ど
、
四
日
市
は
水
資
滸
は
非
常
に
乏
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
で
す
か

ら
こ
り
や
ど
う
し
て
も
頭
を
下
げ
て
よ
そ
か
ら
も
ら
っ
て
こ
な
け
り
や
な
ら
ぬ
。
そ
の
頭
を
下
げ
る
に
つ
い
て
も
、
い
ま
甲
し
上
げ
る
よ

う
に
広
域
的
な
ー
つ
の
範
囲
に
広
め
て
、
そ
れ
の
こ
の
中
に
入
っ
て
る
以
上
は
し
よ
う
が
な
い
と
い
う
ふ
う
に
も
っ
て
い
き
ま
せ
ん
と
い

う
と
、
た
だ
対
等
で
話
を
し
と
る
の
で
は
な
か
な
か
こ
り
や
大
し
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
他
、
最
も
卑
近
に
起
こ
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
問
題
＼
た
と
え
ば
町
屋
の
用
水
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
問
題

に
つ
い
て
は
、
こ
り
や
ま
た
部
分
的
に
折
衛
し
て
い
か
に
や
な
ら
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
り
や
ま
あ
岩
野
助
役
の
そ
の
道
に
つ
き
ま

し
て
も
う
数
年
鍛
線
を
経
て
お
り
ま
す

K
ま
た
、
新
し
い
管
理
者
と
し
ま
し
て
も
特
別
な
職
貨
と
し
て
管
理
者
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

私
も
そ
う
い
う
役
柄
を
こ
ん
ど
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
の
幹
部
と
い
た
し
ま
し
て
は
全
刀
を
傾
倒
い
た
し
ま
し
て
善
処
さ
し
て
じ
た

だ
ざ
た
い
と
｀
そ
し
て
四
日
市
の
こ
の
水
の
問
訟
に
つ
い
て
の
大
き
な
ひ
と
つ
幹
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お

る
よ
う
な
次
力
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
了
承
匝
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

〇
感
長
（
笠
田
七
衛
君
）

〇
誤
長
（
笠
田
七
衛
君
）

水
道
局
長
。

午
後
二
時
三
十
一
分
再
開
、

水
虹
と
起
似
に
つ
き
ま
し
て
怖
凩
に
答
弁
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
質
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
事
業
幽
可
を
受
け
ま
す
と
き
に
水
道
法
に
よ
り
ま
し
て
そ
の
水
質
内
容
、
ど
う
い
う
項
目
で
ど
う
い
う

ふ
う
に
そ
の
成
紋
を
出
さ
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
全
部
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
分
析
い
た
し
ま
し
て
合
格
の
線

が
出
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
あ
の
上
流
に
特
殊
な
何
か
有
祀
な
工
掲
で
も
こ
な
い
限
り
い
ま
の
水
質
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
愧
侶
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
起
低
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
年
度
追
加
起
債
と
し
ま
し
て
三
百
億
の
追
加
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
上
下
水
道
と
地
下
鉄
の
起
債

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
郎
舷
故
伯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
緑
故
債
に
つ
い
て
は
非
常
に
質
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
す
し

そ
れ
が
ま
た
水
逍
料
金
の
値
上
げ
の
遠
因
に
な
っ
て
も
困
る
と
い
う
こ
と
で
、
辞
退
を
し
て
お
る
よ
う
な
、
こ
れ
は
全
国
的
に
み
な
辞
退

を
し
て
お
る
と
、
こ
う
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
二
千
万
は
少
な
く
な
っ
た
数
は
ど
う
す
る
の
か
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
今
年
の
反
は
も
う
す
で
に
過
ぎ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
二
千
万
は
来
年
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
の
要
望
す
る
以
上
に
二
千
万
円
余
分

に
い
た
だ
さ
ま
し
て
｀
そ
う
し
て
来
年
度
の
＂
＾
期
の
対
激
に
支
西
の
な
い
よ
う
に
、
こ
う
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

〔
大
肋
武
雄
枯
迂
収
〕

0
大
島
武
雄
甘

大
柏
涵

tio

今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
｀
さ
ら
に
一
段
と
小
問
逗
、
い
ろ
い
ろ
日
に

ち
が
経
て
ば
経
つ
は
ど
こ
ま
か
い
問
迅
等
も
起
き
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
｀
市
民
の
生
活
の
向
上
を
は
か
っ
て
い
く
う
え
に
お
い
て

も
圃
迅
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
｀
こ
れ
で
私
の
質
問
は
終
わ
り
ま
す
。

〔
水
逍
局
長
（
山
本
文
雄
君
）
登
壌
〕

0
水
逍
局
長
（
山
本
文
雄
君
） 休

慇
前
に
引
き
続
き
会
語
を
愧
き
ま
す
。

9

9

9

9

.

'

ー

．
 

曽
時
。
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
十
四
分
休
憩
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鼻“―
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〇
諮
長
（
笠
田
七
衛
君
）

と
、
安
く
て
よ
い
水
を
市
民
の
要
求
ど
お
り
供
給
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
｀
絶
対
量
の

私
ど
も
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ま
す

、
う
こ
と
は
原
則
的
に
賛
成
を
し
な
け
れ
ば

足
ら
な
い
四
日
市
の
現
状
の
中
で
こ
う
い
う
ふ
う
に
拡
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し

、
ず
い
ぶ
ん
慎
重
に
御
審
諮
い
た
だ
い
た

で
、
そ
う
い
う
立
場
に
立
ち
ま
し
て
若
干
お
伺
い
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
が

委
員
会
の
席
上
へ
で
す
ね
｀
ま
ず
こ
う
い
う
の
を
や
る
の
に
は
現
状
の
認
織
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
し
と
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
｀
当
局
の
ほ
う
か
ら
こ
う
い
う
も
の
が
出
さ
れ
て
お
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
ち
よ
っ
と
お
伺
い
し
、
も
し
な
け
れ
ば

当
局
の
ほ
う
か
ら
で
き
れ
ば
汽
料
を
出
し
て
い
た
だ
さ
た
い
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
前
本
会
淡
の
と
き
に
若
干
説
明
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
全
国
的
な
い
わ
ゆ
る
水
道
の
利
用
率
と
い
う
も
の
が
五
％
と

か
、
あ
る
い
ば
＿
五
％
と
か
い
う
よ
う
な
放
字
が
出
て
お
っ
た
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
四
日
市
の
場
合
、
大
体
ど
れ
く
ら
い
ま
で
利
用
さ

れ
て
お
る
の
か
、
あ
る
い
は
利
用
で
き
る
の
か
と
い
う
ふ
う
な
も
の
、
こ
れ
は
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
推
計
で
す
か
ら
正
確
な
も
の
は
出

．
な
い
に
し
ま
し
て
も
｀
目
安
と
し
て
そ
う
い
う
も
の
が
ひ
と
つ
欲
し
い
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
ー
つ
は
で
す
ね
、
現
在
四
日
市
で
は
四
日
市
の
実
状
と
し
て
は
、
各
地
城
か
ら
水
の
あ
る
と
こ
ろ
を
掘
っ
て
ま
あ
よ
せ

集
め
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
現
有
水
諒
と
い
う
も
の
は
、
最
初
の
計
面
を
さ
れ
た
当
時
と
現
状
と
で
す
ね
、
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
き
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
。
私
ど
も
よ
く
圃
く
ん
で
す
が
、
生
桑
の
水
源
地
の
取
水
婚
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ

の
よ
う
な
の
は
で
す
ね
、
全
体
的
に
ど
う
変
わ
っ
て
き
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
、
こ
う
ぃ
う
上
に
立
っ
て
で
す
ね
、
次
の
計
画
が
立
て
ら

せ
っ
か
く
ま
た
ず
い
ぶ
ん
金
を
か
け
て
井
戸
を
掘
っ
た
け
れ
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
先
細
り
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
も
困
ノ

る
と
息
う
ん
で
す
。

も
し
そ
う
い
う
ふ
う
な
結
栄
が
出
て
な
け
れ
ば
け
っ
こ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
出
て
お
る
と
す
れ
ば
や
っ
ぱ
り
私
ど
も
は
こ
こ
で
そ
う
い

瓜
用
水
と
か
｀

う
井
戸
を
掘
っ
て
水
を
採
す
と
い
う
こ
と
よ
り
も
抜
本
的
な
｀
大
き
な
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
に
し
ろ
先
ほ
ど
話
に
出
て
お
る
よ
う
な
三

あ
る
い
は
殷
莱
用
水
と
か
い
う
も
の
に
力
の
限
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
辺
の
と

こ
ろ
を
水
逍
局
の
は
う
か
ら
そ
う
い
う
デ
ー
タ
ー
が
出
て
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
当
局
の
ほ
う
か
ら
ひ
と
つ
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

そ
れ
か
ら
、
料
企
間
凶
は
先
は
ど
の
各
以
長
の
報
告
で
た
い
へ
ん
問
凶
点
と
し
て
御
椅
討
い
た
だ
い
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
理
事

者
の
は
う
か
ら
出
て
お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
｀
昭
和
四
十
三
年
ま
で
は
大
体
ま
あ
年
間
料
金
の
中
か
ら
建
設
費
の
ほ
う

に
二
千
万
円
か
ら
二
千
五
百
万
円
く
ら
い
が
絞
り
入
れ
ら
れ
て
お
る
よ
う
に
出
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
四
十
三
年
以
後
に
で
す
ね
｀
そ
れ

に
あ
た
る
ぺ
き
数
字
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
形
に
な
っ
て
い
く
の
か
。
品
に
よ
り
ま
す
と
い
う
と
四
十
三
年
以
後
は
ま
た
別
の
計
画
を
立

て
な
き
や
な
ら
ぬ
か
ら
水
誼
料
企
の
伯
上
げ
も
せ
ん
な
ら
ぬ
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
お
る
よ
う
に
聞
く
ん
で
す
が
、
な
る
ぺ
＜

な
ら
で
す
ね
、
安
く
て
い
い
水
を
供
恰
す
る
と
い
う
肌
削
は
や
っ
ば
り
汎
い
て
い
く
べ
き
だ
と
。
こ
れ
は
企
業
会
計
だ
か
ら
と
い
い
ま
し

て
も
｀
や
は
り
公
益
事
来
に
は
変
わ
り
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
株
式
会
社
で
あ
れ
ば
よ
そ
と
競
争
し
な
が
ら
料
金
上
げ
て
い
く
ん
で
す

か
ら
｀
汁
企
上
げ
て
売
れ
な
い
も
の
は
そ
れ
で
負
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
け
っ
こ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
や
っ
ば
り
独
占
事
業
で
す
か
ら

足
ら
な
い
か
ら
料
年
上
け
る
と
い
う
愉
単
な
こ
と
で
は
や
っ
ぱ
り
通
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の
こ
と
は
昨
年
咲
り
返
し
水
道
料
金
問

頌
に
つ
い
て
申
し
上
げ
さ
し
た
の
で
瓜
ね
て
申
し
上
げ
す
せ
ん
が
、
そ
の
点
の
数
字
上
の
問
逍
を
一
言
聞
い
て
お
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
点
｀
現
布
施
没
の
中
で
か
な
り
年
月
の
経
ち
ま
し
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
分
が
あ
る
は
ず
で
す
。

ん
で
す
。

れ
な
い
と
、

な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

0
前
川
辰
男
君
産
業
水
道
委
員
会
の
皆
さ
ん
、
御
苦
労
さ
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
前
川
辰
男
君
登
培
〕 前

川
諮
員
。

せ
っ
か
く
直
経
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十
セ
ン
チ
の
管
が
で
す
ね
、
さ
ぴ
が
出
た
り
、
あ
る
い
は
あ
か
が
つ
ま
っ
た
り
し
て
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
内
容
し
か
な
い
と
い
う
よ
う
な

と
こ
ろ
が
よ
く
あ
っ
た
よ
う
に
聞
く
わ
け
で
す
か
、
こ
れ
ら
は
こ
ん
ど
の
計
画
の
中
で
思
い
切
っ
て
取
り
か
え
ら
れ
る
分
に
入
っ
て
お
る

の
か
ど
う
だ
か
と
｀
こ
う
い
う
こ
と
も
ー
つ
つ
け
加
え
て
お
伺
い
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
。

〇
識
長
（
笠
田
七
衛
君
）

〔
産
業
亦
道
委
員
長
（
志
禎
政
一
君
）
登
塊
〕

0
産
業
水
道
委
目
長
（
志
積
政
一
君
）

お
答
え
し
ま
す
。

先
ほ
ど
前
川
猥
貝
か
ら
い
わ
れ
ま
し
た
水
道
の
利
用
率
｀

あ
る
い
は
現
有
水
原
の
変
化
、
ま
た
は
現
有
施
設
の
修
理
、
そ
う
い
っ
た
も

の
は
今
回
出
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
｀
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
理
事
者
の
ほ
う
か
ら
説
明
さ
せ
ま
す
。

な
お
、
料
金
の
問
逗
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
も
先
ほ
ど
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
意
見
を
申
し
上
げ

て
お
る
の
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
祥
細
に
つ
い
て
や
は
り
理
事
者
の
ほ
う
か
ら
数
字
的
に
わ
か
れ
ば
ひ
と
つ
御
説
明
願
い
た
い
と

0
命
長
（
笠
田
七
衛
君
）

〔
水
道
局
長
（
山
本
文
雄
君
）
登
境
〕

牙
一
点
の
水
利
用
率
に
つ
き
ま
し
て
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
的
な
祝
野
で
も
の
を
考
え
ま
し
た
場
合
に
は
｀
年
間
日
本
列
肋
に
六
千
億
ト
ン
の
水
が
｀
雨
が
降
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
一
五
彩
ほ

ど
利
用
し
て
お
り
ま
す
が
彎
こ
れ
を
一
彩
あ
る
い
は
二
粥
上
昇
す
る
た
め
に
は
ば
く
大
な
経
喪
を
か
け
ま
し
て
タ
ム
そ
の
他
を
作
り
ま
し

て
、
渫
水
資
源
を
貯
め
て
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
地
形
的
に
河
川
勾
配
が
非
常
に
急
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
状

態
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
四
日
市
地
区
に
お
き
ま
す
水
利
用
率
は
大
体
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
｀
こ
れ
は
い

ま
申
し
ま
し
た
よ
う
に
こ
の
朝
明
、
あ
る
い
は
三
滝
、
内
部
の
上
流
で
国
の
力
あ
た
り
で
適
当
な
利
水
の
施
設
を
し
ま
す
と
利
用
率
も
遂

次
上
昇
し
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
時
点
に
お
き
ま
し
て
は
降
っ
た
水
｀
こ
れ
が
蒸
発
い
た
し
ま
す
し
、
浸
透
い
た
し

ま
す
し
、
流
去
い
た
し
ま
す
。
裸
流
水
だ
け
で
も
の
を
考
え
ま
し
た
場
合
に
は
ま
こ
と
に
五
彩
程
度
し
か
利
用
で
き
て
い
な
い
で
あ
ろ
う

な
お
｀
工
場
地
帯
に
は
深
井
戸
が
約
百
四
、
五
十
深
さ
四
百
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
深
井
戸
が
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
こ
れ
か
ら
大
体
平
均
い

た
し
ま
し
て
一
日
に
十
五
万
ト
ン
の
水
を
く
み
上
げ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
御
参
考
に
な
る
か
と
思
い
ま
し
て
つ
け
加
え
て
お
き

そ
れ
か
ら
、
オ
ニ
点
の
井
戸
の
辿
減
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
井
戸
は
や
は
り
年
を
取
り
ま
す
と
だ
ん
だ
ん
湧
水
量
が
減
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
ド
イ
ツ
の
学
者
そ
の
他
が
ー
つ
の
定
説
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
広
い
平
野
部
に
お
き
ま
す
そ

う
い
っ
た
地
下
水
の
辿
就
は
と
｀
こ
う
い
っ
た
箱
底
式
の
と
こ
ろ
の
地
形
に
お
き
ま
す
井
戸
の
逓
減
そ
の
他
に
よ
．
っ
て
い
ろ
い
ろ
違
い
ま

”、。

す
カ

た
と
え
ば
生
袂
あ
た
り
の
水
油
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
体
三
千
五
百
ト
ン
程
度
の
も
の
が
遂
次
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、

二
千
ト
ン
く
ら
い
に
十
年
、
あ
る
い
は
十
五
年
す
る
と
峨
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
こ
の
た
ぴ
の
広
岐
水
逍
の
侶
靱

fit
の
水
砒
の
計
画
に
は
こ
う
い
っ
た
こ
の
北
勢
地
域
は
全
部
井
戸
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
そ
の
井
戸
の
赳
舷
半
と
い
う
も
の
を
北
え
て
水
源
の
能
力
の
低
下
を
考
え
た
も
の
の
考
え
方
で
倫
要
篭
が
出
て
お
る
と
｀
こ
う
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
当
市
に
お
き
ま
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
各
水
源
の
十
年
後
に
お
き
ま
す
逓
減
を
大
体
二
割
と
か
｀

あ
る
い
は
三
割
と
か
い
う
ふ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
き
め
て
水

bt
を
出
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
料
企
伯
上
げ
に
つ
き
立
し
て
は
｀
次
只
か
ら
答
弁
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

四
番
目
の
老
朽
代
の
改
弛
は
こ
の
計
面
の
中
に
盛
り
込
ん
で
お
る
か
と
｀
こ
う
い
う
御
妓
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
委
員
会
で
も

ま
す
。

と
｀
こ
う
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

一

ー

川

ー

，

ー

0
水
道
局
長
（
山
本
文
雄
君
）

水
迫
局
長
。

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
預
い
い
た
し
ま
す
。

志
租
委
員
長
。
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で
も
っ
て
示
し
て
い
た
だ
さ
た
か
っ
た
わ
け
で
す
。

で
、
も
の
は
す
べ
て
古
く
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
性
能
は
落
ち
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

そ
う
す
る
と
全
体
の
で
す
ね
、
水

ht
と
い
う
の
で
す
か
、
そ
れ
が
数
字
的
に
当
然
出
て
こ
な
き
や
な
ら
ぬ
は
ず
で
す
。

そ
う
い
う
よ
う
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ま
あ
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
が
私
は
ど
う
も
こ
と
ば
の
あ
や
で
ご
ま
か
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
か
、

し
か
し

ま
あ
こ
ば
か
い
叫
遥
を
こ
こ
で
辿
及
し
よ
う
と
は
息
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
う
い
う
倍
度
に
つ
い
て
は
で
す
ね
、
今
後
ち
ゃ
ん
と
し
た
も
の

を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
息
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
、
ま
あ
い
ず
れ
ひ
と
つ
次
の
恨
会
で
け
っ
こ
う
で
す
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

C

た
だ
こ
こ
で
心
記
な
こ
と
は
で
す
ね
、
そ
う
い
う
形
で
水
械
が
旅
っ
て
い
く
と
す
れ
ば
で
す
ね
．
せ
っ
か
く
供
袷
籠
を
ふ
や
し
ま
し
て

も
や
っ
と
計
訓
が
完
成
し
た
こ
る
に
は
も
り
す
で
に
前
の
施
設
の
能
力
が
落
ち
て
き
て
ま
た
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ぬ
と
｀
そ
う
い
う
繰
り

返
し
を
や
っ
と
る
と
で
す
ね
、
だ
ん
だ
ん
飢
上
げ
を
し
て
で
す
ね
、
市
民
は
非
常
に
窮
屈
な
立
場
に
追
い
込
ま
れ
る
と
、
こ
れ
で
は
や
は

り
困
る
ん
で
あ
っ
て
｀
そ
れ
な
ら
ば
さ
ら
に
大
き
な
計
面
に
甚
づ
い
た
と
こ
ろ
の
抜
本
的
な
｀
百
万
都
市
に
な
っ
て
も
困
ら
な
い
と
い
う

叫
点
に
立
っ
て
次
の
計
血
が
立
て
ら
れ
て
こ
そ
は
じ
め
て
私
ど
も
と
し
て
は
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
必
要
な
ん
だ
と
い
う
ふ
う
な
納
得
が
で
き

は
似
則
的
に
は
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
減
っ
て
い
く
の
か
、

い
ま
二
彩
と
い
う
よ
う
な
話
が
出
ま
し
た
か
｀

〔
前
川
辰
男
君
登
摂
〕

0
前
川
辰
男
せ

カ
ー
点
の
視
府
水
約
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

こ
と
ば
の
あ
や
で
な
く
で
す
ね
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
れ
ば
当
然
私
は
数
字

0
品
長
（
笠
田
七
衛

g
)

前
川
謡
且
゜

う
ゼ
ス
チ
ュ
ア
の
汝
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
料
並
侑
上
げ
に
つ
い
て
は
、

い
つ
に
な
る
か
は
御
返
答
申
し
か
ね
ま
す
。

橋
詰
誤
員
か
ら
お
話
が
出
ま
し
て
、
こ
の
た
び
の
計
画
の
中
に
は
既
設
の
そ
う
い
っ
た
も
の
は
含
ん
で
お
り
ま
・
せ
ん
。

つ
ま
り
新
し
く
生

み
出
さ
れ
た
水
源
か
ら
の
水
を
口
滑
に
市
内
に
配
水
す
る
た
め
に
必
要
な
幹
線
の
配
水
管
だ
け
の
費
用
が
載
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

〇
廃
長
（
笠
田
七
衛
君
）

水
道
局
次
長
。

〔
水
道
局
次
長
（
滝
伝
之
助
君
）
登
棚
〕

0
水
道
局
次
長
（
滝
伝
之
助
君
）

料
金
値
上
げ
に
つ
い
て
の
再
度
御
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
-
現
在
料
金
値
上

げ
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
の
事
業
が
始
ま
り
ま
す
と
当
然
そ
の
賓
金
面
に
よ
っ
て
そ
れ
に
影
春
し
て
ま
い
り

ま
す
。
九
億
な
ん
ぽ
の
金
を
借
り
ま
す
と
き
に
自
己
裔
金
を
全
然
入
れ
ず
に
借
り
る
も
の
ば
か
り
を
よ
こ
せ
と
申
し
ま
し
て
も
、
厚
生
省

の
ほ
う
で
は
全
額
借
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
己
賽
金
と
い
う
も
の
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
計
画
の

初
年
度
二
年
度
三
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
上
水
道
の
自
己
貸
金
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
が
｀
九
億
の
金
に
対
す
る
元
金
と
｀
元
金
の
償
還

の
時
期
と
、
そ
れ
ま
で
の
間
五
年
の
払
え
柑
き
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
間
の
利
息
だ
け
は
い
ま
の
経
費
よ
り
は
ふ
え
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
三
年
後
に
は
こ
う
い
う
ふ
う
な
上
げ
方
を
し
ま
す
か
ら
お
金
を
借
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
計
画
を
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
昭
和
四
十
三
年
に
な
り
ま
す
と
ち
よ
う
ど
飽
上
げ
前
の
よ
う
に
千
五
百
万
国
く
ら
い
の
赤
字
が
出
て
く
る
か
ら
｀
こ
こ
で
上
け

さ
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
料
金
の
面
は
そ
の
間
に
お
け
る
収
益
が
伸
ぴ
、
あ
る
い
は
流
用
資
金
の
動
き
に
よ
り
ま
し
て
か
な
ら
ず
三
年
先
に
上

．
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
現
定
さ
れ
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
私
の
ほ
う
の
必
要
経
費
は
非
常
に
締
め
て
い
き
ま
す
し
｀
四
年
五
年

先
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
た
だ
、
今
回
の
金
を
借
り
た
原
因
が
か
な
ら
ず
料
金
の
上
に
影
響
し
て
く
る
の
は
四
年
五
年
先
か
、
あ

る
い
は
三
年
先
と
申
し
ま
す
と
、
こ
れ
は
三
年
先
に
は
次
の
計
画
が
樹
立
さ
れ
な
い
と
や
っ
て
い
け
な
い
水
源
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ

の
こ
ろ
に
は
ち
ょ
う
ど
料
金
伯
上
げ
の
よ
う
な
問
題
が
出
て
く
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
想
俊
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
、
三
年
先
に
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
廿
面
は
、
岸
生
省
に
対
す
る
、
こ
う
い
う
上
げ
方
を
す
る
か
ら
借
し
て
く
だ
さ
い
｀

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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異
晶
な
し
と
迅
め
ま
す
。
よ
っ
て
｀
涵
哭
オ
九
十
九
号
四
日
市
市
上
水
道
オ
ニ
期
拡
張
事
業
牙
三
次
変
更
計

画
に
つ
い
て
は
。
寄
以
長
の
殺
臼
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
さ
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
い
吐
会
の
品
集
に
つ
い
て
は
、
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
溺
を
甜
じ
、
十
一
月
臨
時
会
を
閉
会
い
た

右
｀
地
方
自
治
法
元

m
二
十
三
条
オ
ニ
禎
の
規
定
に
品
づ
き
左
に
堺
名
す
る
。

し
ま
す
。
御
苦
．
刃
さ
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0
品
長
（
笠
田
七
衛
む
）

〔
「

Ill
波
な
し
」
と
呼
ぶ
活
あ
り
〕

四

日

市

市

品

会

は

長

笠

り
ま
せ
ん
か
。

0
話
長
＿
笠
田
七
術
社
）

そ
れ
で
は
函
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

〇
疲
長
（
笠
田
七
衛
君
）

い
た
だ
き
た
い
。

点
を
心
配
す
る
わ
け
で
す
。

ほ
ど
の
で
す
ね
、

田

七

午
後
二
時
五
十
六
分
閉
会

衛

本
件
は
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
識
あ

や
は
り
展
望
を
も
っ
た
も
の
に
敗
り
組
ま
な
き
や
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
の
で
、
む
し
ろ
こ
の

そ
れ
か
ら
、
水
融
の
利
用
率
の
問
題
に
し
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
っ
て
｀
ま
あ
こ
り
や
最
初
か
ら
断
わ
り
ま
し
た
よ
う
に
は
っ
き
り
は
出

な
い
に
し
ま
し
て
も
、
お
よ
そ
こ
れ
く
ら
い
の
も
の
だ
と
、
ま
た
、
こ
れ
く
ら
い
ま
で
は
可
能
性
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
も
の
が
出
た
ら
出

し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

一
方
に
お
い
て
は
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
出
し
、
一
方
に
お
い
て
は
ト
ン
数
で
出
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
ち
よ
っ
と
私
の
ほ
う
で
は
受
け
取
り
か
ね
る
ん
で
す
が
、
ま
あ
こ
れ
も
よ
ろ
し
い
。
今
後
こ
う
い
う
態
度
で
な
し
に
ひ
と
つ
答
え
て

最
後
に
で
す
ね
、
御
要
望
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
ん
で
す
が
、
次
長
の
け
う
か
ら
水
遣
料
金
の
値
上
げ
の
問
題
が
、
現
在
の
い
わ
ゆ
る

政
府
の
考
え
方
の
中
で
は
上
け
ざ
る
を
得
な
い
と
。
こ
う
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
の
水
道
料
金
の
信
上
げ
の
提

案
さ
れ
た
と
き
に
｀
い
ろ
い
ろ
と
討
陵
を
し
｀
ま
た
、
諾
会
と
し
て
も
要
望
し
た
中
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
国
の
制
度
そ
の

も
の
に
つ
い
て
で
す
ね
、
や
は
り
根
本
的
に
わ
れ
わ
れ
市
民
の
側
か
ら
見
ま
す
と
い
う
と
考
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
問
暇
が
あ
る

そ
れ
は
｀
ま
ず
工
業
用
水
に
国
血
補
助
が
出
さ
れ
上
水
道
｀
市
民
の
生
活
に
一
番
必
要
な
上
水
道
に
補
助
が
な
い
と
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾

に
対
し
て
や
は
り
真
剣
に
禎
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
起
債
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
十
七
年
と
か
、
あ
る
い
は
七
分
六

厘
で
す
か
、
と
い
う
ふ
う
な
率
の
悪
い
ん
で
は
な
し
に
｀
も
っ
と
そ
れ
を
二
十
五
年
に
し
、
＇
あ
る
い
は
四
十
年
に
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う

な
こ
と
、
そ
れ
か
ら
利
率
を
下
げ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
お
の
お
の
国
の
努
力
に
お
い
て
実
現
で
き
る
よ
う
に
で
す
ね
、
自
治
体
の
側

か
ら
、
た
だ
単
に
こ
と
ば
だ
け
の
問
幽
じ
ゃ
な
し
に
も
っ
て
い
く
と
。
そ
う
す
れ
ば
で
す
ね
、
す
ぐ
こ
う
い
う
施
設
を
強
化
し
て
も
そ
の

は
ね
返
り
が
で
す
ね
｀
料
金
に
ま
あ
極
端
に
ひ
ぴ
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
し
、
そ
の
こ
と
が
大
き
く
は
公
共
料
金
の
値

上
げ
を
抑
制
し
て
、
国
民
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
る
大
き
な
原
因
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
十
分
に
取
り
組
ん
で
、
そ

う
し
て
今
後
の
水
逍
料
金
に
つ
き
吉
し
て
は
で
き
る
阪
り
で
す
ね
、
努
力
を
し
て
伯
上
げ
を
抑
制
し
て
い
く
、
こ
の
方
向
を
ひ
と
つ
理
事

者
の
ほ
う
で
真
剣
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
要
望
し
て
質
閑
を
終
わ
り
ま
す
。

他
に
御
毀
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
委
員
長
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
で
は
、
討
論
の
通
告
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
異
品
あ
り
ま
せ
ん
か
。

n
「
異
品
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
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